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第
三
十
号

(平
成
十
四
年
三
月
十
八
日
)

『サ

ン
ト

ス
の
御
作
業
』
と

『黄
金
伝
説
』
・
そ

の
七

遠

藤

潤

一

は
じ
め
に

「
そ

の
六
」

に
引
き

続
き

、

本
稿

は
、

⑳

聖

シ

モ

ン

・
聖

ジ

ュ
ダ

ス

タ

デ
ウ

(使

徒

聖

シ

モ

ン

・
聖

ユ
ダ

)

に

つ
い
て
、
福

島
邦
道

氏

の

『
サ

ン
ト

ス

の
御
作

業

・
翻
字

研

究
篇
』

の

本
文

と
前

田
敬

作
氏

ほ
か

の

『
黄
金
伝

説

』

の
本
文

と
を
内

容

面

に

つ
い

て
比

較
検

討
し

、
『
黄
金
伝

説

』
(略
称

(黄
)
)
と

の
対
応

に
お

い
て
指
摘

し

て
よ

さ
そ
う

な

『
サ

ン
ト

ス
の
御
作

業
』

(略
称

(サ
)
)
の
箇

所

を
拾

い
出

し

て
、

コ
メ

ン
ト
を
加

え

て

い
き

た

い
。

聖
人
名

は

原
則
と

し

て

(黄

)

に
お

け

る
呼

称

を
使
う

。

今

ま

で
と

同
様

に
、
ま
ず

(
サ
)

の
本
文

を
掲

げ

、
次

に
そ

れ
と
対

応

す

る

(黄
)

の
本
文
を

括
弧

に
入
れ

て
掲
げ

、

両
者
を

比
較

検
討

す

る
。

本

稿

で
は

そ

の

(サ
)

の
本

文

の
冒

頭

に

「
11
1

1
」

と

い
う
番

号
が

出

る

が
、

「
11
」

と

は

拙
稿

「
そ

の

こ

の

[表

!
]

に

お
け

る

「
11

聖

シ

モ

ン

・
聖
ジ

ュ
ダ

ス
タ
デ

ウ
」

の
番

号

(聖
人
伝

の
番
号
)

で
あ
る

。
ま

た
、
「
11
1

1
」
の

「
1
」
は
本
稿

引
用

本
文

の
1
番
と

い
う

意
味

で
あ

る
。

「
対
応

」
と

い
う

語
を

し
ば

し
ば

使
う

が
、
そ
れ

に
特

別
な

定
義
を

付

し

て

使
う

と

い
う

わ

け

で
は
な

い
。
「
互

い
に
向

き
合
う

こ
と
」
と

い
う

ご

く

一

般
的

な

意
味

で
使

い
、

(サ

)
を

主

と

し
、

そ
れ

を

(黄
)

と

の
関
係

で

見

て
、

一
致

・
相

似

・
対
立

等

の
互

い
に

=

疋
し
た

関
係

に
あ

る
場
合

を

押
さ
え

て

(サ
)

の
文

章

・
語
法

等

の
裏
付

け
を

見
定

め

た

い
と

い
う

こ

と
を

主

要
な

目

的
と

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

「
指

摘

し

て
よ
さ

そ
う

な

箇

所
を
拾

い
出
し

て
」
と

い
う

あ

い
ま

い
な
言

い
方

を

し

て

い
る

が
、

そ
れ

は
右

の
よ
う

な
観

点

に
立

っ
て
こ
れ

は
指
摘

す

る
必
要

が
あ

る
と

判
断

し

た
点
を

指
摘

す

る
と

い
う
意

味

で
あ

る
。
拙

稿

の
発
端

は

「
そ

の

一
」

の

〈
付

記

〉
で
述

べ
た

よ

う

に
、

「
『
サ

ン
ト

ス

の
御
作

業

』

の

一
つ
の
読

み

方
」

と

い
う

テ
ー

マ
に
あ
り

、

そ
れ
が

本
稿

を
支
え

て

い
る

の
で
あ

る
。
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「
そ

の

こ

(平
成
6
年
)
以
降

か

な
り

時
が
経

っ
た

の
で
、

こ

こ
で
拙
稿

の

目
的

・
方
法

に

つ
い
て
簡

単

に
触

れ

て
み
た

。

(サ

)

の
本
文

は
福

島
邦
道

氏

の

『
翻
字

研
究

篇
』

の
本

文

で
あ

る

が
、

筆

者
が

適
宜

に
振

り
仮

名
を

加
え

た

(翻
字
本
文
に
あ
る
振
り
仮
名
は
括
弧
し

て
示
し
た
)
。
本

文

の
下

の
数

字
は

『
翻

字
研

究
篇

』

の

ペ
ー
ジ
を

示
す

。

(
サ
)
の
本

文

と
並
置

し

た
括
弧

内

の
本
文

は

(
黄
)
す

な
わ

ち
前

田
敬
作

氏

ほ
か

の

『
黄
金
伝

説

』

の
本
文

(割
注
な
ど
を
含
む
)
で
、

本
文

の

下

の

数
字

(例

・
4
1

1
3
5
)
は
巻

数

と

ペ
ー
ジ

を
示

す
も

の
で
あ

る

。

な
お

、
本
稿

に
お

い
て
特

に
留
意

し
た

語
句

は

、
「
よ

み
が

へ
る

・
よ

み

が

へ
す

」

(11
1
9
)
、

「
そ

の
故

は
」

(11
1
18
)
、

「
乱

だ
く

(乱

打

)
」

(11

1

21
)
で
あ

る
。
ま

た
、

本
稿

で
も

特

に
言
及

し
た

語
句

と
し

て
は

、
「
ク

ル
ス
を
結

ぶ
」

(
11
1

13
)
、

「御

名
を

も

つ
て
」

(
11
1

14
)
、

「御

名

に
対

し

て
」

(
11
1

14
、
1

16

・
③
、
1

17
、
ー

22
)
が
あ

る
。

㈹

聖
シ

モ
ン

・
聖
ジ

ュ
ダ

ス

タ
デ
ウ

(
サ
)

に
お

け
る
本

章

の
章

題
は

、

サ

ン
シ

モ

ン
と

サ

ン
ジ

ュ
ダ

ス

タ
デ

ウ

ア
ポ

ス
ト

ロ

ス
の

マ
ル

や
う
だ
い

チ

リ

ヨ
の
様

体

、

こ
れ
サ

ン

ア

ン
ト

ニ
ノ

の
記

録
な
り

。

と
あ

る
。

(黄
)

で
は
、

一
五
二

使

徒

聖

シ
モ

ン
と
聖

ユ
ダ

で
、
第

四
巻

の
所
収

で
あ

る
。

右

の
よ
う

に
本

章

は

二
人

の
聖
人

の
伝
記

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る

が
、

内

容
を

読
む

と

、

一
人

ひ
と

り

が
単
独

で
行

動
す

る
と

い
う

こ
と

は

ほ
と

ん
ど

な

い
。

す

な
わ
ち

、

両
人

は
そ

れ
ぞ
れ

個

の
人
格

と

し

て
と

ら
え

ら

れ

て

い
る
わ

け

で
は
な

い
の

で
あ

る
。

両
人

は
、

人
格

的

に
は

一
人

の
聖

徒

と

し

て
描

か

れ

て

い
る
と

言

っ
て
よ

い
。
少

な

く
と
も

、
(
サ
)
と

(黄

)

と

の
対
応

部

で
あ

る
両

聖
徒

の
伝
道

物

語

の
範

囲

に

つ
い
て
は
そ
う

言
え

る
。(黄
)

の
本

章

の
冒
頭

部

は
例

に
よ

っ
て
聖
人

名

の
語
源

的
解

釈

で
あ

る

が
、

そ

の
部
分

で
両

聖
人

の
来
歴

に

つ
い
て
も
触

れ

て

い
る
。

そ

の
出

自

・
来

歴
が

、
断
片

的

に

で
は
あ

る
が
、

(サ

)
と

対
応

す

る
。
よ

っ
て
、

(サ

)
の
本

章
は

冒
頭

部
か

ら

(黄

)
と
対

応
す

る
と

い
う

珍

し

い
例

に

な

り

そ
う

で
あ

る
が
、

し

か
し

そ

の
対

応
は

文
章

の
筋

を
追

っ
て
と

い
う
本

文

(テ
キ
ス
ト
)
的
な

対
応

関
係

な

の

で
は

な
く

、
た

ま
た

ま
断

片
的

に

一

致
す

る
内

容

が
あ

る
と

い
う

見

か
け

上

の
対
応

関
係

な

の
で
あ

る
。

そ

の
実

際
を

示

し
て

み
る
と

、
本
章

冒

頭

の
、

(
サ
)

サ

ン
シ

モ

ン
は

、

カ
ナ
と

い
ふ
所

に
て
生

ま
れ

給

ふ
が
故

に
、

シ

モ

ン

カ

ナ
ネ
オ

と
呼

ば
れ

給
ふ

な
り

。
又

ゼ

ロ
テ

ス
と
も
申

す

な
り

。

は
、

(黄
)

の
冒

頭

に
も
、

シ

モ

ン
に

つ

い
て
、

カ
ナ
ナ
イ
オ
ス

〈
ゼ

ロ
テ
党

の

〉
シ

モ
ン
ま

た
は

〈
熱
心

党

の

〉
シ

モ
ン
と

よ
ば

れ
た
。

こ

の

〈
カ
ナ

ナ
イ

オ

ス
〉
と

い
う

の
は

、
主

が
水
を

ぶ

マ
マ

ど

う

酒

に
変
え

ら

れ

た
ガ

リ

レ

ア
地
方

(第

一
巻
五
五
ぺ
ー
ジ
注
七
)

の
村

カ
ナ
か

ら
来

て

い
る
。

し
か

し
、

ゼ

ロ
テ
は
、

カ
ナ

ナ
イ

オ

ス

と

同
義

で
あ

る
。

と

い
う

の
は
、

カ

ナ
は

、
ギ

リ
シ

ア
語

で
は

ゼ

ロ

ス

(NΦ
一〇
ω
)
と

い

い
、
〈
熱
心

〉
ど

い
う

意
味

だ

か
ら

で
あ

る
。
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と

あ

る

(「
マ
マ
」
と
付
記
し
た
注
は
本
文
に
あ
る
割
注
で
あ
る
。
以
下
同
様
)
コ
ま

た

、
引

き
続
き

、

(サ
)

サ

ン
タ

デ
オ

、
サ

ン
ジ

ャ
コ
ブ

メ

ノ
ル

の
御

兄
弟

な
り

。

と
あ

る

が
、

こ
れ

は

(黄

)

に
お

い
て
も

、

シ

モ
ン

に
引

き
続

き

ユ
ダ
を

解
説

す

る
そ

の
中

に
、

彼

も

、
多

く

の
異

名
を

も

っ
て

い
た
。

ま
ず

、

ヤ

コ
ブ

の
兄

弟
と

よ
ば

れ
た

。

つ
ま
り

、
小

ヤ

コ
ブ

の
兄
弟

な

の
で
あ

っ
た

。

つ

ぎ

に
、

タ
ダ

イ

(日
ぴ
9D
位
山
9
①
¢
ω)

と
も

よ

ば

れ

た
。

こ

れ
は

、
〈
王

を

つ
か

ま
え

る
者

〉
と

い
う
意

味

で
あ

る
。

あ

る

い
は

ま
た

、

タ

ダ

イ
は

、・
昏
8

α
2

ω
す

な
わ

ち

〈
偉

大

な

る
神

〉
と

言
う

の
と

お

な
じ

で
あ

る
。
神

の
子

で
あ

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

と
あ

る
。
右

の

(サ

)

の
内

容

は

こ

の

一
部
と

一
致

す

る
。

そ

し

て
、
も

う

一
つ
、

(
サ
)

の

「
サ

ン
タ

デ

オ
」

は

「
ユ
ダ
」

の
異

名

で
あ

る

こ
と

も

わ

か
る

の

で
あ

る
。

さ
ら

に
引
き

続
き

、

ユ
ダ

の
解

説

で
、

お
ん
い
も
と

(サ

)

こ
れ
す

な

は
ち
ビ

ル
ゼ

ン

サ

ン
タ

マ
リ

ヤ

の
御

妹
な

る

ク
レ

オ

ハ
ス

の

マ
リ

ヤ

の
御

子

な
り
。

と

あ

る
が
、

こ

れ
は

(黄

)
で
は
、

ユ
ダ

に

つ
い
て
の
伝
承

を

『
教
会
史

』

に
拠

っ
て
述

べ
る
段
落

の
冒

頭

に
、

熱
心

党

の
シ

モ

ン
と

タ
ダ

イ
と

も
よ

ば
れ

た

ユ
ダ
は

、
聖

小
ヤ

コ

ブ

の
兄

弟

で
あ

り

、

ク
レ
オ

パ

の
娘

で

ア
ル
パ

ヨ

の
妻

と
な

っ
た

マ

マ

マ

リ
ア

の
子

で
あ

っ
た

(第
三
巻
三
六
四
ペ
ー
ジ

一
行
目
以
下
)。

と

あ

る
。

引
き
続

き

、

(サ

)
は

、

(サ
)

サ

ン
ジ

ュ
ダ

ス
は

、
ス
ピ

リ

ツ
サ

ン
ト

(聖
霊
)
の
来

た
り

給

ひ

の
ち

お
ん

て
後

、

メ

ソ
ポ

タ

ミ
ヤ
と

、
ポ

ン
ト

と

い
ふ

国

に
御

教

へ
を
弘

め
給

ご

ふ
な

り
。

御
兄

弟

サ

ン
シ

モ
ン
は

エ
ジ

ッ
ト

に
御
教

へ
を

弘
め

給

ふ

ご

き
よ
う

け

な
り

。
そ

の
後
御

両

人
と
も

に
ペ

ル
シ
ヤ

の
国

へ
御

教

化

の
た

め

に

赴
き

給

ふ
な
り

。

と
あ

る

(洋
語
の
下
の
括
弧
内

の
訳
語
は
筆
者
が
加
え
た
も
の
。
以
下
同
様
)
が
、

(黄
)
も

ユ
ダ

に

つ

い
て

の
伝

承

の
長

い
記

述
が
終

っ
た
あ

と

に
、
段
落

が

改
ま

っ
て
、

そ

の
後

、

ユ
ダ

は
、

は
じ

め
は

メ

ソ
ポ
タ

ミ

ア
で
、

つ
い
で
ポ

ン
ト

マ
マ

の

ス

(第

一
巻
五
三
一ニ
ペ
ー
ジ
注

=

)
で
福

音
を

宣

べ
、

シ

モ
ン
は

、

エ

ジ
プ

ト

で
伝

道

に
従
事

し

た
。

そ
れ
か

ら

ふ
た
り

は

、

い

っ
し

ょ

に

ペ

ル
シ

ア
に
行
き

、

と

あ
り

、

こ

こ
か

ら

(サ
)

の

(黄
)

と

の
本
格

的
な

対
応

が
始

ま

る

の

で
あ

る
。

こ

の
例

よ
り
前

の
対
応

例

は
、
文

脈

と
は

密
着

し
な

い
部

分
的

な
対
応

関

係

で
、
換

言
す

れ
ば

(黄

)

の
中

に

(サ

)
と

だ

い
た

い

一
致

す

る
内

容

を
断

片
的

に
拾

い
出

す

こ
と
が

で
き

る
と

い
う

程
度

の
も

の
で
し
か

な

い
。
し

か
し

、
大

局
的

に
見

れ
ば

、
文
章

の
大
筋

に
お

い
て
、
聖

人

の
解

説

の
順

序

・
内

容

の

一
部

に
お

い
て

一
致

す

る
と

言
え

る

で
あ

ろ
う

。

以

下

、
対
応

部
と

な

る
両

聖
人

の

ペ
ル

シ
ア

・
バ
ビ

ロ
ニ
ア
伝
道

の
物

語

の
梗

概
を
ま

ず

述

べ
る
と

、
そ

れ
は
次

の
よ
う

に
な

る
。
番

号

は
筆
者
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の
付

し
た
も

の
。

①

シ

モ

ン
と

ユ
ダ

、

ペ

ル
シ

ア
に
布
教

。
魔

術
師

ザ

ロ
エ
ス
と

ア

ル

パ
ク
サ

ト

に
出
会
う

。

(
サ
)

サ

ン
ジ

ュ
ダ

ス
は
、
ス
ピ

リ

ツ
サ

ン
ト

の
来
た
り

給

ひ

て
後

、

(七
九
頁
)

②

バ
ビ

ロ
ン
王

の
将
軍

バ

ラ
ダ

ク
、
今

度

の
戦

い
に

つ
い
て

の
神

託

を
偽

神

に
乞
う

が

、
得

ら
れ

な

い
。
以

下
、

バ
ビ

ロ

ニ
ア

で

の
話

。

(
サ
)

(段
落
)

そ

の
時

分

バ
ビ

ロ
ニ
ア

の
帝

王

の

(七
九
頁
)

③

そ

こ
で
隣

町

の
神

に
問
う
。

(
サ
)

そ
れ

に
よ

つ
て
別

の
所

に
i

(七
九
頁
)

④

偽

神

は
、

そ
れ

は
両

聖
徒

の
せ

い
で
あ

る

と
告
げ

る

。
将

軍
は

両

、

聖
徒

を

さ
が

し
出

し
、
詰

問
す

る

。

(
サ
)

そ

こ
に

ア
ポ

ス
ト

ロ
と

て

(七
九
頁
)

⑤

今

度

の
戦

い
に

つ
い
て

の
偽

神

の
お
告

げ
。

(
サ
)

そ

の
時

大
将

我

が
仏

に

(
八
○
頁
)

⑥

戦

い
に

つ

い
て
の
両

聖
徒

の
予

言
。

(
サ
)

ア
ポ

ス
ト

ロ
答

へ
て
宣

は
く

、

(八
○
頁
)

⑦

聖

徒
た

ち

の
予
言

ど

お
り
と

な

る
。

(サ

)

(
段
落

)

そ

の
翌

日
、

ア
ポ

ス
ト

ロ

の
宣

ふ
ご

と

く
、

(八
○
頁
)

⑧

将

軍

は
両
聖

徒

の
業
績

を
国

王

に
奏
上

。

(サ

)

ア
ポ

ス
ト

ロ
を
帝

王

の
御
前

に

(八
○
頁
)

⑨

魔

術
師

た
ち

の
ざ

ん
言

。

(
サ
)

件

の
二
人

の
博

士

(八
○
頁
)

⑩

将
軍

は
魔

術
師

を
聖

徒
と
対

決

さ
せ

る
。

(
サ
)

そ

の
時
、

ワ
ラ
ダ

シ

(八
○
頁
)

⑪

両
聖
徒

、
魔

術
師

た

ち

に
勝

つ
。

(
サ
)

ア
ポ

ス
ト

ロ
か

の
人

々
の
額

に

ク

ル

ス
を

(
※
問
答

に

勝

っ
た
と
は
述
べ
て
い
な
い
)
(八

一
百
ハ)

⑫

魔

術
師

た
ち

の
報

復

。

(
サ
)

(段
落
)
博

士

こ
れ
を

見

て
大

き

に
怒

り
、
i

(八

一
頁
)

⑬

両
聖
徒

の
勝

利
。

魔
術

師
た

ち
を

追
放

。

(サ

)

そ

の
時

帝
王

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
を
請

ぜ
ら

る

れ
ば
、

(八

一

頁
)

⑭

(挿
話

-
)
あ

る
将

軍

の
娘

の
話

く
娘
が
妊
娠
し
、
偽

っ
て
相
手
は
助
祭

で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
点
、
芥
川
龍
之
介
の

「
奉
教
人
の
死
」
と
類
似
)

(サ

)

(段
落
)
そ

の
時
代

或

る
時

、

(八
二
頁
)

⑮

(挿
話
2
)
虎

を

退
治
す

る
話

。

(サ
)

ナ
シ

⑯

両
聖
徒

は
国

王
、
領

主
は

じ
め

人

々
に
洗
礼

を

さ
ず

け
る

(そ
の
地

を
去
る
)
。

(サ
)

そ

の
時
奇

特

を
証
拠

と

し

て

(八
二
頁
)

⑰

魔

術
師

ザ

ロ

エ
ス
と

ア
ル

パ
ク
サ

ト
、

サ

ミ
ル
と

い
う

町

に
乗

り

込
む

(⑬
の
延
長
)
。
偽

神

の
祭

官

た
ち

に
、

両
聖

徒

に
反
抗

す

る
よ

う

は

た
ら
き

か

け
る

。

(サ
)

(段
落
)
件

の
博
士

は

(八
二
頁
)
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⑱

両

聖
徒

、
サ

ミ

ル
に
来

る
。
偽

神

の
祭
官

た
ち

は

両
聖
徒

を
捕

ら

え

、
偽

神

に
供
香

さ

せ
よ
う

と
す

る
。

(サ
)

ア
ポ

ス
ト

ロ
そ

の
所

に
至
り
給

ふ

折
節

、
1

(八
二
頁
)

⑲

主

の
御
使

い
が
現
わ

れ

、
聖

徒
た
ち

に
、
人

々
を
見

殺

し

に
す

る

か
殉
教

す

る
か

、
ど
ち

ら

か
を

選

ぶ
よ
う
告

げ

る
。

(サ
)

然

る
と

こ

ろ
に
、
デ
ウ

ス

の
ア

ン
ジ

ョ

一
体

、

(
八
三
頁
)

⑳

両

聖
徒

、
悪

霊
た
ち

に
自

分

た
ち

の
偽

神
像

の
破
壊

を
命

じ

る
。

偽

神

の
祭
官

た

ち
は

両
聖
徒

を

刺
殺
す

る

(殉
教
)
。
魔

術
師

ザ

ロ
エ

ス
と

ア

ル
パ

ク
サ
ト

は
突

然

の
稲
妻

の
た

め

に
死
す

。

(サ
)

ア
ポ

ス
ト

ロ
汝
達

か

の
仏
体

に
は

(八
三
頁
)

⑳

国

王
は

両
聖

徒

の
た
め

に
教

会
を
建

立

す

る
。

(サ
)

キ

リ

シ
タ

ン

に
な

り
給

ひ
た

る

バ
ビ

ロ

ニ
ヤ

の
帝

王

(八
三
頁
)

・
以
上

で
あ

る
。

右

の
②

・
③

・
④

は

「
働

聖

バ

ル
ト

ロ
メ
ウ
」

と
類

似

し
、
⑱

・
⑳

は

「
の

聖

ト
ウ

メ
」

の
場
合

と
類

似
す

る
。

な

お
、

(黄

)
は

こ

の
後

、

シ

モ
ン

の
殉

教

に

つ

い
て
の
諸
説

(イ
シ
ド

ル
ス
、
エ
ウ
セ
ビ
オ

ス
等
々
の
)
を

掲
げ

る
。

一
方

、
(サ

)
は
段

落
を
改

め

、

こ

の
ア
ポ

ス
ト

ロ

ス
の
御
作

業

は

ア
ブ

ヂ

ヤ

ス
と

い
ふ
バ
ビ

ロ

ニ

ヤ

の
ビ

ス
ポ

エ
ブ

ラ
イ

ヵ

の
言
葉

に
書

き
置

き
給

ふ
な

り
。

然

る

を
、
ア

フ
リ

カ
ノ
と

い
ふ
学

者

ラ
チ

ン
の
言
葉

に
翻

訳
し

給

ふ
な
り
。

(八
三
頁
)

と
あ

る

が
、

こ
れ

は

(黄

)
の
冒
頭

部

に
対
応

が
見

出
せ

る
。

す
な

わ
ち

、

(
黄
)

の
冒

頭

部

に
お

け

る
両

聖
人

の
名
前

の
語
源

的

解
釈

に
引
き

続

い

て
、
段

落
を

改

め
、

両

聖
人

の
受
難

記
と

聖
伝

を
書
き

と

め
た

の
は
、

バ
ビ

ロ

ン
の
司

教

ア
ブ
デ

ィ

ア
ス

で
あ

っ
た

。

こ
れ
は

、

ヘ
ブ

ル
語

で
書
か

れ
た

。

ア
ブ

デ

ィ
ア

ス
の
弟
子

の
ト

ロ
ペ
ウ

ス
が

こ
れ
を

ギ

リ
シ

ア
語

に
訳

し
、
ア

フ
リ

カ

ヌ
ス
が

ラ
テ

ン
語

に
訳
し

た
。

(第

4
巻
i

1
3
2
頁
)

と

あ

る

の
と

内
容

的

に

一
致

す

る
と
言
え

る

の
で
あ

る
。

以

下
は
前

回
ま

で
と

同
様

に
、
(黄

)
と

の
対
応

で
指

摘

し

て
よ
さ
そ

う

な

(
サ
)

の
本
文

を
抜

き

出
し

て

コ
メ

ン
ト
を
加

え

て

い
く

こ
と

に
し
た

い
。11

1

1

そ

の
後
御

両

人
と
も

に
ペ

ル
シ
ヤ

の
国

へ
御
教

化

の
た

め

に

赴
き
給

ふ
な
り
。

そ

の
所

に

て
サ

ン

マ
テ
ウ

ス

エ
チ
オ
ピ

ヤ

よ
り

追

ひ
出
だ

し
給

ふ
ザ

ロ

エ
、

ア
ル

ハ
シ
ヤ

ト
と

い
ふ
二
人

の
博
士

の

ま
い
す

売
子
を

見

つ
け
給

ふ
な
り

。

(七
九
頁
)

(
そ
れ

か

ら

ふ
た

り

は
、

い

っ
し

ょ

に

ペ

ル
シ

ア
に
行

き

、

こ

こ

で
聖

マ
タ
イ
が

エ
ジ

プ
ト

か
ら

追
放

し
た

ふ
た

り

の
魔

術

師
ザ

ロ

エ

マ

マ

ス
と

ア
ル

パ
ク

サ
ト

(
一
三
四
章
、
第
三
巻
四
四
七
ペ
ー
ジ

=

行
目
以

下
)

に
出
会

っ
た

。
)

4
巻
1

1
3
5
頁

こ
れ

は
両
聖

徒

の
布

教

物
語

の
発

端

の
例
。

二
人

の
魔

術
師

は
聖

マ
タ

イ

に
よ

り

、

エ
チ

オ
ピ

ア
よ
り

追

放

さ
れ

た

と
あ

る
が
、

(黄

)

の

「
聖

マ
タ
イ
」

(拙
稿

「
そ
の
六
」
参
照
)

の
対
応

部
⑳

に
引
き

続

い
て
、

「と

こ
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ろ

で
、

ふ
た
り

の
魔

術
師

ザ

ロ
エ
ス
と

ア
ル

パ
ク

サ
ト
は

、
使

徒

マ
タ
イ

が
王

子
を

よ

み
が
え

ら
せ

た

日
か
ら

ペ
ル
シ

ア

の
国

に
落

ち

の
び
、

そ

の

後

そ

こ

で
シ

モ
ン
と

ユ
ダ

に

や

っ
つ
け

ら

れ
た

。
」

(3
1
4
5
2
)
と

あ

る
ゆ
た

だ

し
、

こ

の
部

分
は

(
サ
)

に
は
無

い
。

と

こ
ろ

で
、
本

章

で
そ

の
二
人

の
魔

術
師

の
最
期

が

語
ら

れ

る
こ
と

に
な

る
わ

け
だ

が
、

ペ
ル
シ

ア
で
は

な
く

バ
ビ

ロ

ニ
ア

で
の

こ
と

で
、

シ

モ
ン
と

ユ
ダ

の
殉
教

に
よ

つ

て
突

然

生
じ

た
稲
妻

に
あ

た

っ
て
死
ぬ

の

で
あ

る
。

ま
い

す

(サ
)

の

「
博

士

の
売

子

」

は

(黄

)

の

「
魔

術

師
」

と

対

応

す

る
。

「
博

士
」
と

「魔

術

師
」

の
対
応

は
す

で
に
何
度

か

言
及

し

て
き

た

。

「売

み
や
う
も
ん
じ
ん

子
」

は

「
名

聞

人
」

と
共

に

「
②

聖

パ
ウ

ロ
」

に
も
出

た
。

「
博

士

の

売

子
」

は

「
呪

術
師

で
あ

る
詐
欺

師
」

と

い
う

と

こ
ろ

で
あ

ろ
う

か
。

た
い
し
や
う

11
1

2

そ

の
時
分

バ
ビ

ロ

ニ
ヤ

の
帝
王

の
官

軍

の
大
将

ワ
ラ
ダ

シ
と

い
ふ
人

、
イ

ン
デ
ヤ
を
攻

め

ん
と

て
、

打

つ
立
た

る

る
と

こ
ろ

に
、

そ

の
陣

の
吉

凶
を

信
ぜ

ら
る

る
仏

に
問

は

る
れ
ど

、
か

つ
て
返
答

な

き

な
り

。

(七
九
)

(た
ま

た

ま

こ

の

こ
ろ
、

バ
ビ

ロ

ン
王

の
将

軍

バ

ラ
ダ

ク
は

、
イ

ン
ド

に
む

か

っ
て
兵

を
す

す
め

よ
う

と
し

て
、

神

々
に
お

伺

い
を
立

て
た

が
、

な
ん

の
答
え

も

得
ら

れ
な

か

っ
た
。
)

4
1

1
3
5

対

応

部
②

の
例

。

(
サ
)

の

「打

つ
立

た

る

る
」

の

「打

つ
立

つ
」

は

邦

訳

日
葡

に

「た

と
え

ば
戦

争
な

ど

へ
出
発

す

る
。
」

と
あ

る
。

「
陣
」

は

邦

訳

日
葡

で
は

「
陣

営
」

の
意

で
あ

る

が
、

「
陣

の
吉

凶
」

は

「
出

陣

の

吉

凶
」

「
い
く
さ

の
吉

凶
」

の
意

で
あ

ろ
う
。

「
信

ぜ
ら

る

る
仏
」

と
は
帝

王

の
信

仰

し

て

い
る
神

の
こ
と
。
「
か

つ
て

(8
8
9
Φ
)」
は

エ
ソ
ポ
物
語

に

「
か

つ
て

(。§

9
①
)
女
房

は

返
事

に
も

及
ば
ず

」

(
エ
ソ
ポ
の
生
涯
4
2
2

頁
)
が
あ

る
。

被
修

飾
部

の
内

容

の

一
致

が
お

も

し
ろ

い
。

11
1

3

大

将

こ
れ
を

聞
き

、

ア
ポ

ス
ト

ロ
を
尋

ぬ

る

に
よ

つ
て
あ

ひ

　

な
に
び
と

奉
り

、
御

辺
達

は
何

人

ぞ
?

い
つ

く

よ
り
何

の
た

め

に

こ
こ
に
来

た
ら

る

る
ぞ
と

言

へ
り
。

(七
九
)

(将

軍

は
、
さ

っ
そ
く
神

の
使

徒
と

や
ら

を
さ

が
し

だ
せ

と

い
う

命

令

を

出

し
た
。

ふ
た
り

が

見

つ
か
る

と
、

バ

ラ
ダ

ク
は
、

お
ま
え

た

な
り
わ
い

ち

は
何

者

か
、

な

に
を

生
業

と

し

て
お
る

の
か

、
と
詰

問

し
た
。
)

4
-

-
り0
「0

対
応

部
④

の
例

。
(サ

)
の

「
ア
ポ

ス
ト

ロ
を

尋

ぬ

る
に
よ

つ
て
あ
ひ
奉

り
」

の
訳
出

は
ど

う
か

。

こ
れ

は

(黄

)
を
参

照
す

る
と

、
「
(部
下
の
者
た

ち
が
ア
ポ
ス
ト
ロ
を
)
探

し
出

し
た

の

で
、
会

い
奉
り

」

の
よ
う

な
意

が
表

現

さ
れ

ね
ば

な
ら

な

い
と

こ

ろ

で
あ

ろ
う

。
文

末

の

「
言

へ
り

」

は
、

こ

の
よ
う

に
敬
語

表
現

を

し

て

い
な

い
が
、

原
典

で
は

(黄

)

の

「詰

問
し

た
」

の
よ
う

な

内
容

で
あ

っ
た

か
ら

か
と
も

思

わ
れ

る
。

こ

の
後
続

部

は
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
答

へ
給

は
く

、
我

は

こ
れ

エ
ブ

レ

ウ
ス
な
り

。
又

ゼ

ズ

キ

リ

ス
ト

の
御

被
官

な
り

、
ジ

ュ
デ

ヨ
の
国

よ
り

こ

の
国

の
万

民

の
助
か

り
を

教

へ
ん
が

た
め

に
来

た
り

ぬ
と

。

し
よ
う
ご
く

(ふ
た

り
は

答
え

た
。

「
わ

た
し

た
ち

の
生

国
を

お
た
ず

ね

で
し

た

び
と

ら

、
わ

た
し

た
ち

は
、

ヘ
ブ

ル
人

で
す
。

わ

た
し

た
ち

の
仕
事

を
言
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え
と

お

っ
し

ゃ
る

の
で
し
た

ら
、

わ
た

し
た
ち

は

、
イ

エ
ス

・
キ

リ

ス
ト

の
し
も

べ

で
、
あ

な
た

が
た

の
救
霊

の
た
め

に
当

地

に
来

た
と

申

し
あ
げ

ま

し

ょ
う

」
)

で
あ

る
。

「
御
被

官

」

に

つ
い
て
は

拙

稿

「
そ

の
二
」

で
言

及

し

た
。
尊

敬
語

で
あ

る

が
、

「
(我

は
)

ゼ
ズ

キ
リ

ス
ト

の
御
被

官
な

り
」

と
相

手

に

言

っ
た
場

合
、

そ

れ
は
自

敬
表

現
と

な
り

、
相

手

に
向

か

っ
て
自
分

の
身

分

(キ
リ
ス
ト

の
家
来
)
を

誇
示

す

る
自
尊

的
な

言

い
方
と

な

る
。
な

お
、

神
に
対
し
て

「我
は
御
身
の
御
被
官
1

」
と
言
っ
た
場
合
も
尊
敬
語
で
、

「私
は
あ
な
た
様

(神
)
の
御
家
来
の
一
人
1

」
と
い
う
意
識
が
考
え
ら

れ

る

。
11
-

4

大

将

の
曰
く

、

そ
れ
が

し
只
今

陣

頭

に
赴
き

ぬ
。

合
戦

に
運

を
開
き

て
帰

る
に
お

い
て
は
、

そ

の
由

来

を
聴

聞
す

べ

し
と
。

ア
ポ

お
ん

ス
ト

ロ
ス

の
宣

は
く

、
そ

の
運
命

の
御

与

へ
手
を

只
今

よ

り
見

知
り

お
ん
た
め

奉

ら

ん

(
給
は

ん
)

こ
と
御

為

に
も

つ
と

も
な

り
と

。

(七
九
)

(将

軍

は
言

っ
た
。

「
わ

た
し

が

こ
ん
ど

の
作

戦

で
ぶ
じ

凱
旋
す

る

こ
と

が

で
き

た

ら
、

お
ま
え

た

ち

の
言
葉

に
耳
を

か

た
む

け

て
や

ろ

う

」
こ
れ

に
た

い
し

て
使
徒

た
ち

は
、
こ
う

答
え

た
。
「
そ

れ
よ
り

も
、

あ
な
た
が
勝
利
を
お
収
め
に
な
る
に
せ
よ
、
反
逆
者
た
ち
と
和
を
お

む

す
び

に
な

る
に
せ

よ
、

そ
れ

が
だ

れ

の
お
助

け

で
で
き

る

の
か
を

お
知

り

に
な

っ
た

ほ
う

が

よ
く

は

な

い

で
し

ょ
う

か
」
)

4
1

1
3

6

対
応

部

④

の
例

。
前

出

部

の
続

き

。

(
サ
)

の
筆

者
傍

線

部

の
括

弧

内

は
第

一
巻

巻
末

の
正
誤
表

に

お

い
て
訂
出

し

て

い
る
部

分

で
あ

る

が
、

そ

う
す

る
と

、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
が
キ

リ

ス
ト
を
高

め
た

「見

知
り

奉

(る
)
」

を
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
が

大

将
を

高

め

た

「
見
知

り

給

(ふ
)
」

に
改

め
た

と

い
う

こ
と

に
な

る
が
、

こ

の
点
、

面
白

い
。

第

三
者

の
キ

リ

ス
ト
よ
り

も
目

の
前

の
大

将
を

重
視

す

る
方
向

へ
と

修
正

し
た

と

い
う

こ
と

で
あ

ろ

う

か

。
た

ま
た

ま

(黄
)

も

「
お
知

り

に
な

っ
た
ほ
う

が

」

と

な

っ

て

い
る

の
も

面
白

い
。

ま

た
、
「
合
戦

に
運

を
開

き

て
」
は

「
勝
利

し

て
」
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、

邦
訳

日
葡

の

「
運
」

の
語
釈

に
も

、
「
ウ

ン

ヲ

ヒ

ラ
ク
、
ま

た

は

、

エ

ル
。

(運
を
開
く
、
ま
た
は
、
得
る
)
」
を

「勝

利

を

得

る
」
と

し

て

い
る
。

一
方
、

「
そ

の
運

命

の
御

与

へ
手

」

の

「運

命

」

は
、

「
合

戦

に

運

を

開

(く

こ
と

が

で
き

る

か
ど
う

か

、
そ

の
吉
凶

)
」

と

い
う

こ
と

で
、

こ
れ
は

(黄
)

で
は
筆
者

傍
線

部

の
よ
う

に
具

体
的

に
述

べ
ら

れ

て

い
る
。

ぶ
つ
て
ん

11
1

5

大

将

の
曰
く

、
御

辺
達

は
我

が
信
ず

る

と

こ
ろ

の
仏

天

よ
り

も

、
力

を
持

ち
給

ふ

こ
と

を
弁

へ
た
り

。

し
か

れ
ば
、

こ

の
陣

の
吉

凶

い
か

に
と

知
ら

せ
給

へ
と
言

へ
り
。

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス

の
曰
く
、

御

ぼ

辺
の
信
じ
給
ふ
仏
の
虚
言
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
せ
申
す
た
め

に
、
ロ
ハ
今

返
答

せ
よ
と

ゆ

る
し
与

ふ

る
と
宣

へ
ば

、

そ

の
時

大
将

我

い

か
ん

が
仏

に
こ

の
陣

の
吉

凶
如
何

と
問

は

る
れ
ば

、

(七
九
)

(将

軍
は

言

っ
た
。

「
ど
う

や
ら

お
ま

え
た

ち

の
ほ
う

が
、

わ
れ

わ

れ

の
神

々
よ
り
も

強

そ
う
だ

な
。

そ

こ

で
お

願

い
な

の
だ
が

、

こ
ん

き

す
う

ど
の
戦
い
の
帰
趨
は
ど
う
な
る
と
お
も
う
か
ね
」
使
徒
た
ち
は
答
え

一85一



た
。

「
そ

の
ご
質

問

に

は
あ

な
た

の
神

々

に
答
え

て
も

ら

い
ま

し

ょ

引

。

そ
う

す
れ

ば

、
あ
な

た

の
神

々
が
ど

ん
な

に
嘘

つ
き

で
あ

る
か

が
わ

か
り

ま

し

ょ
う

。

い
い
加

減
な

こ
と

を
答
え

た

ら
、

彼
ら

が
な

に
か

に

つ
け
ず

っ
と
嘘

ば

か
り

つ
い
て
き

た

こ
と
が

は

っ
き

り

し
ま

す
」
)

4
-

1
3
6

対

応

部
⑤

の
例
。

前

掲

部

の
続

き
。

(サ

)

の

「仏

天
」

は

仏
を

尊

ん

で
言
う

語

で
あ

り
、
こ

こ
で
は
大

将

が
自

分

の
信

仰
す

る

仏

(偽
神
)
を

尊

ぶ
気
持

ち
を

表

し

て

い
る
。

本
章

で
は

「
仏
天
」

は
も

う

一
例

、
対
応

部
③

に
、

我

が
所

の
仏

天

間
ひ
奉

る

こ
と

に
御

返
答
な

き

こ
と
、
い
か

に

(七

九
)

が
あ

る
が
、

こ

れ
も
大

将

の
言
葉

の
中

に
出

る
例

で
あ

る
。

大
将

の
言

葉

の
例
と

し

て
は
、

対
応

部
⑧

に
、

こ

の
人

々
は
人

の
形
と

見
え
で

、
う

ち

に
は

ま

こ
と

の
仏
隠

れ
居

給

ふ

(八
○
)

の
よ
う

な
例

も
あ

る
が

、

こ

の

「
ま

こ
と

の
仏
」

は
客
観

的

な
観

点
か

ら

「仏

」
を

と
ら

え

て

い
る

の
で
あ

る
か
ら

、
尊

ぶ
気
持

ち
を

含

め
た

「
仏
天

」

と

い
う
表

現

は
さ

れ
な

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

ま

た

、

(
サ
)

の

「虚

言

」

で
あ

る

が
、

こ

れ
は

前

出

部

に
仏

の
発
言

が

あ

る
わ

け

で
は

な

い
。

そ

れ
故

、

「う

そ
」

と

い
う

意

味

で
用

い
ら

れ

て

い
る
わ

け

で
は

な

い
。
こ
れ

は
邦

訳

日
葡

の

「
虚

言
人

(嘘
を

つ
く

人
)
」

と

同
じ
意

味

で
用

い
ら

れ

て

い
る

の
か
と

も
考

え
ら

れ

る
が
、

は

っ
き
り

し
な

い
。

な

お

、

(
サ
)

の

「
只

今

返
答

せ
よ

と

ゆ

る

し
与

ふ

る
」

は
、

ア
ポ

ス

ト

ロ

ス
が

仏

に
発
言

を
命

じ
る

と

い
う

意

。

さ

て
、

仏

の
返
答

は
、
り
や
う
ば
う

し

に
ん

]
大
事

の
陣

な

り
、

両

方

と
も

そ
く

ば
く

の
死

人
あ

ら

ん
と
な

り
。

(さ

て
、
偽

神
た

ち

の
お
告

げ

は
、

こ

た
び

の
戦
争

は

は
げ

し

い

戦

い
に
な

る

で
あ

ろ
う

、

そ
し

て
双
方

と
も

多
数

の
犠

牲
者

が
出

る

で
あ

ろ
う
と

い
う

の
で
あ

っ
た
。
)

邦

訳

日
葡

に
は

「
ソ
ク
バ

ク
」
「
ソ

ク
バ
ク

ノ
」
が
あ

る
が
、

語
意

は

「
数

が
多

い
こ
と

」
「
数
多

く

の

(も

の
)
」
で
、
「
い
く
ら

か
」
等

の
意

は
無

い
。

ま

た
、

「
そ

こ
ば
く

」
も

無

い
。

-

11
1

6

ア
ポ

ス
ト

ロ
答

へ
て
宣
は

く
、

こ

の
陣

を

恐
れ
給

ふ

こ
と

な

み
や
う
に
ち

か

れ
、

我
等

と

と
も

に

こ

の
国

へ
無
事

来

た

れ

り
。

明

日
巳

の
刻

に

ば

か
り

に
、

イ

ン
デ

ャ
よ
り
和

与

の
使
者

来

た

つ
て
、
従

ひ
奉

る

べ

し

と
。

(八
○
)

(使
徒

た
ち

は
答
え

た

。

「
な

に
も

怖

れ
る

こ
と

は
あ
り

ま

せ
ん
。

と

言

い
ま

す

の
は
、

わ

た
し

た
ち

は
、

ご
当
地

に
平
和
を

は

こ
ん

で

き

た
か
ら

で
す

。
あ

す

の
第

三
時

(午
前
九
時
)
に

イ

ン
ド

側

の
使
者

が

や

っ
て
き

て
、
あ

な
た

の
軍
門

に
く
だ

り
、

和
睦

を
も

と

め
る

で

し

ょ
う

」
)

4
-

1
3
6

対

応
部
⑥

の
例
。
(
サ
)
の
筆

者
傍

線

部

「
我
等

と

と
も

に

こ

の
国

へ
無

事

来

た
れ

り
」
は

い
か

に
も

翻

訳
調

の
文

で
あ

る
と

言
え

よ
う
。
「
私

た
ち

と

い

っ
し

ょ
に
こ

の
国

へ
平
和

が

や

っ
て
き

た

の
だ
」

と

言

っ
て

い
る
わ

一86一



け

で
あ

る
。

邦
訳

日
葡

の

「
ブ
ジ

(無
事
)」

の
語

釈

は

「
平

和
、

静
穏
」
。

エ
ソ
ポ

の

「
諸

々

の
虫

ど
も

が
無
事

に
参

会

を

し
た
時

、
別

し

て
鼠
と

、

蛙

い
か

に
も

親

し
う

言

ひ
合

わ
せ

た
。
」
(
4
4
2
頁
)
の

「
無
事

に
」
は
、
邦

訳

日
葡

の
語

釈
は

「
副

詞
。

平
和

に
、

穏

や
か

に
」
。

な

お
、

(サ
)

の

「
和

与
」

は

エ
ソ
ポ

に
も

「
こ

の
後

鳥

も

、
獣

も
義

兵

を
止

め

て
、
利

馴

の
調

へ
を
為

い
て
、
」
(
4
6
1
頁
)
が
あ

り
、

邦
訳

日

葡

の
語

釈

は
、
「
イ

チ

ミ

(
一
味
)
に
同

じ
。

和
合

す
る

こ
と

、
あ

る

い
は
、

友

情

を
結

び

和
解

す

る

こ
と
」
。

「巳

の
刻
」

と

(黄
)

の

「
第

三
時

(午

前
九
時
)」

と

の
対
応

に
も
注

目
す

る
必

要

が
あ

ろ
う
。

ら

11
1

7

そ

の
時

、
仏

の
僧

徒
等

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス

の
仰

せ
を

聞

い
て
大

き

に
あ
ざ

け
り

、
大

将

に
奏

せ

し
む

る
は

、

こ

の
者

ど
も

は
油

断
を

さ
せ

、
即

位
を

奪
は

ん
た

め
か

、
味

方

の
陣
を

破
ら

ん
が

た
め

に
か

く

の
ご
と

く
約

束
す

と
言

へ
り

。

(
八
○
)

(す

る
と

、
偽

神

の
祭

官

た
ち

も

、
使

徒

の
真

似

を

し

て
笑

い
声

を
あ

げ

て
、
.将

軍

に

こ
う

言

っ
た

。

「
こ

の
者

ど
も

は

、
あ

ん

な

こ

と
を

言

っ
て
安

全
だ

と

お
も
わ

せ

よ
う
と

し

て

い
ま

す

が
、
閣

下

が

油
断

な

さ

っ
た
す
き

に
イ

ン
ド
人

に
不
意

討

ち
さ

せ
よ
う

と

い
う
魂

胆

な

の
で
す
」
)

4
-

1
3
6

対
応

部
⑥

の
例
。

前

掲
部

の
ア
ポ

ス
ト

ロ

の
言

葉
を

聞

い
た
仏

の
僧

徒

た

ち
が
大

将

に
奏

上
し

た
言
葉

。
(
サ
)
の
筆

者
傍

線

部
中

の

「
即
位

を
奪

ふ
」
は
表

現
と

し

て
不
自

然
な

感

じ
を
受

け

る
が
、
「帝

位

を
奪

ふ
」
と

い

う

よ
う

な
言

い
方

が
も

と

に
な

っ
て

こ

の
よ
う

な

言

い
方
が

出
た

の
か

と

一
応

考
え

て
お
く
。

そ

れ
を

、
帝
位

に

つ
く
権

利

を
奪
う

、

と

一
応

解
釈

す

る
と

、
大
将

が
イ

ン
ド
王

の
位

に

つ
く

こ
と

を

ア
ポ

ス
ト

ロ
が
奪

っ
て
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
が
そ

の
王
位

に

つ
く

と

い
う

意

味

に
な

る
だ

ろ
う

。

し
か

し
、

改

め
て

「
即
位
を

奪

は

ん
た
め

か
、

味
方

の
陣

を
破

ら
ん

が

た

め
」

に
注

目
す

る
と

、

こ
れ
は

(黄

)

の

「
イ

ン
ド
人

に
不
意

討
ち

さ

せ
よ

う

と

い
う

魂

胆
」

と
対

応

す

る
。

そ

し

て
、

(
サ
)

の
前

半

部

「
即

位
を
ー

」
と
後
半
部

「味
方
の
ー

」
と
は
内
容
的
に
表
裏
の
関
係
に

な

る
。

こ

の
点

か

ら

改

め

て
考
え

る
と
、

「
味

方

の
陣

を

破

る
」

は
イ

ン

ド
か

ら
講
和

の
使

節

が
来

る

で
あ

ろ
う

と

い
う
情

報

で
味
方

の
陣

を
内

部

か
ら
破

壊

さ
せ

る
と

い
う

こ
と

で
、

そ
れ

は
と
り

も

な
お

さ
ず
大

将

の
イ

ン
ド

王
即
位

を
奪

う
と

い
う

こ
と

で
あ

る

か
ら

、
「
即
位

を
奪

ふ
」
は

ア
ポ

ス

ト

ロ
が

大

将

か

ら
権

利

を
奪

っ
て
王

位

に

つ
く
と

い
う
意

味

で
は

な

く
、

大
将

の
イ

ン
ド

王
即
位

と

い
う

目
標
を

ア
ポ

ス
ト

ロ
が
不

可
能

に
す

る
、

と

い
う

意

味

で
述

べ
て

い
る

の
で
あ

る
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

。

し
か

し
、

い
ず

れ

に
し

て
も

、

「
即
位

を

奪

ふ
」

は
訳

出

上
、

問

題
が

あ

る
と
言
え

る
だ

ろ
う

。

な

お

、
傍
線

部

冒
頭
部

の

「
こ

の
者
ど

も

は
」
の

一
致

は
お
も

し

ろ

い
。

11
1

8

そ

の
時

大
将

ワ
ラ
ダ

シ
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
を
も

、
又

仏

の
僧

ろ
う

か
た

徒

を
も
籠

に
こ
め

置
き

て
、
虚

言

な
ら

ん
方
を

ば

成
敗

(成
敗

し

V
、

し
や
う
く
わ
ん

ま

こ
と

な
ら

ん
者
を

ば
賞

翫

せ
ん

と
な
り

。

そ

の
翌

日
、

ア
ポ

ス
ト

ロ

の
宣

ふ
ご

と
く

、
イ

ン
デ

ャ
よ

り
使
者

ち
よ
う
だ
ん

ら

来

た

つ
て
、

無
事

を
調

談

せ
し
む

る
な

り
。

そ

の
時
、
大

将

僧
徒
等
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げ

ぢ

を

殺

せ
と

下
知
を

加
え

ら

る
る
を

(八
○
)

(
バ
ル
ダ

ク
将

軍
は

、
使

徒
た

ち

に
監

視

を

つ
け
る

こ
と

に
し

た
。

そ
し

て
、
あ

す
彼

ら
が

言

っ
た
と

お
り

に
な

れ
ば

、

ふ
た
り

に
大

き

な
栄

誉

を
さ
ず

け

.
彼
ら

の
言

っ
た

こ
と

が
嘘

で
あ

る
と

わ

か
れ
ば

、

そ

の
罪
を

罰

し

て
や

ろ
う

と
考

え

た
。
さ

て
、
あ
く

る

日
に
な

る
と

、

は
た

し

て
使
徒

た
ち

が
言

っ
た

と

お
り

に
な

っ
た
。

そ

こ

で
、

将

軍

ひ

あ
ぶ

は
、
偽

神

の
祭
官

た
ち

を
火

炙
り

に

し
よ
う

と

し
た
。
)

4
i

1
3
7

対
応

部
⑦

の
例
。
(サ
)
の
傍
線

部

「
無
事

を

調
談

せ
し
む

る
な

り
」
は

、

(黄
)

と

の
対

応

は
無

い
が
、

こ

の

「
し
む

る
」

は

軽

い
尊

敬

の
意

を

表

わ

す

と

い
う

用
法

で
あ

ろ
う

。

つ
ま

り
、

「
大

将

ワ

ラ
ダ

シ
」

に
対

す

る

尊
敬

表

現

で
あ

る
。
「大

将

が
使
者

と
自

分

の
部

下
と

に
会
談

さ

せ
た
」
の

よ
う

に
使
役
表

現

と
解
釈

す

る
と

、

「使

者
」

に
加

え

て
さ

ら

に

「
部

下
」

を
補

っ
て
読
ま

ね
ば

な
ら

ず

、
不
自

然

で
あ

る
。

こ
れ
を

形
式

的
使

役
と

と

る
こ
と

も

で
き

る
が
、

そ

れ
と
表

裏
を

な
す

尊
敬

表

現
と
解

釈

し
た
。

な

お
、

こ

の
傍
線

部
は

11
1

6

で
引
用

し
た

エ
ソ
ポ

の

「和

与

の
調

へ

を

為

い

(
た
)
」

と

い
う

こ
と

で
あ

ろ
う
。

「
成

敗

(成
敗

し
)
」

の
括

弧
内

は
第

一
巻

巻
末

の
訂
正
表

に
お
け

る
表

現

。11
-

9

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
聞

こ
し
召

し

て
、
我
等

は

生
き

た

る
者

を
殺

す
た

め

に
来
た

ら
ず

、
却

て
死
し

た
る
者

を
命

の
道

に
よ
み

が

へ
さ

ん
が

た

め
な
り

と

て
、
と

ど

め
給

ふ
な
り

。

(
八
○
)

(
し
か

し
、
使

徒

た
ち

は
、

そ
れ
を

い
さ
め

て
言

っ
た

。

「わ

た

し

た

ち

が
当

地
に

つ
か
わ

さ

れ
た

の
は

、
生
者

を
殺

す
た

め

で
は
な

く
、

死

者
を

よ

み
が
え

ら
せ

る
た

め
な

の
で
す
」
)

4
1

1
3
7

対
応

部

⑧

の
例

、
前

掲

部

の
続

き

。

(
サ
)

の
筆

者
傍

線

部

「
死

し

た

る
者

を
命

の
道

に
よ

み
が

へ
さ
ん
」
の

「
よ

み
が

へ
す
」
に
注

目
す

る
と

、

こ

の
他
動

詞

「
よ

み
が

へ
す
」
と
自

動
詞

「
よ

み
が

へ
る
」
と

の
対
応

は

、

キ

リ
シ

タ

ン
文

献
な

ら

で
は

の
用
法

と
筆
者

は

考
え

る
。

両
語

が
用

い
ら

れ

て

い
る
例
を

「
㈲

聖

ジ

ョ
ア
ン
」

か

ら
挙

げ

て
み
よ
う

。

わ

お
ん
あ
る
じ

い
か

に
ド

ル
シ

ア
ノ
、
我

が
御

主

ゼ
ズ

キ
リ

ス
ト
汝

を

よ
み

が

へ

　

あ
が

し
よ
く

し
給

ふ
ぞ

、
立
ち

上
り

て
汝

の
も

と

に
帰
り

、
我

が
た

め

に
食
を

と

と

の

へ
ら

れ
よ
と

宣

へ
ば
、

寝
た

る
者

を
起

こ
す

ご
と

く

に
よ

み
が

へ
り

て

ア
ポ

ス
ト

ロ
の
宣

ふ
ご
と

く

せ
ら

れ

た

る
と
な

り

。

(四
五

～
四
六
)

つ
ま
り

、

こ

の
両

語

の
対
応

は

キ
リ

シ
タ

ン
書

に
お

い
て
こ
そ
特

別
な

意
義

を
持

つ
対

応
と

考
え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。
な
ぜ

な
ら

ば
、
「
よ

み
が

へ

す
」

は
特

に

デ
ウ

ス
や
キ

リ

ス
ト
が

人
間

を

「
よ

み
が

へ
し
給

ふ
」

と

い

う

形

で
用

い
ら

れ
、

一
方

「
よ

み
が

へ
る
」

は
特

に
キ
リ

ス
ト

が

「
よ

み

が

へ
り

給

ふ
」
と

い
う

形

で
用

い
ら
れ

た
場

合

、

こ
の

二

つ
の
用

法

が
キ

リ
シ

タ

ン
書

独
自

の
用

法
と

し

て
大

き

な
意

義
を

持

つ
と
言
え

る
こ
と

に

な

る
か

ら

で
あ

る
。

使

役

の
助
動

詞

「
す
」

を

用

い
て
、

デ
ウ

ス
が

人
間
を

「
よ
み

が

へ
ら

せ
給

ふ
」
と

表

現
し

た
場
合

、
「人

間
を

よ

み
が
え

る

よ
う

に
す

る
」
と

い

う

意

味
か

ら
、

ど
う

し

て
も

こ

の
表

現

の
背
後

に
人

間
自
身

の
意

識

の
存

在

、

つ
ま

り
人

間
自
身

に

「
よ

み
が
え

ろ
う

」

と

い
う

意
志

が

あ
り

、
そ
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れ

を

デ
ウ

ス
が
助

け
、

デ

ウ
ス

の
そ

の
力

に
よ

っ
て

「
よ
み

が
え
り

」
を

実

現
さ

せ
る
と

い
う

よ
う

な
意

味

の
関
係

が
考

え

ら
れ

る

(当
時

の
人
々
が

そ
う
考
え
た
か
ど
う
か
は
示
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
し

て
も
ー

)
。

し
か

し
、

キ

リ
シ

タ

ン
の
教
義

と

し

て
は
、
そ

う

で
は
な

く
、

絶
対

的
な

神

の
力

に

よ

っ
て
、

神
が

一
方

的

に
、
人

間
を

「
よ

み
が
え

ら

す
」

わ
け

で
、

こ

の

こ
と
を

積

極
的

な
形

で
表

現
し

た

の
が

「
よ

み
が

へ
す

」

と

い
う

他

動
詞

で
あ

る
と
考

え

る

こ
と

も

で
き

る

で
あ

ろ
う

。
少

な
く

と
も

筆
者

は

そ
う

考

え

る

の
で
あ

る
。

日
葡

辞
書

(亀
井
孝
解
題

・
勉
誠
社
。
以
下
同
様
)

で
は

、

ヨ
ミ

ガ

エ
ル

即
♀
ξ
o
謬
鋤
唇

ヨ
、、丶
ガ

エ
ス

即
①h
ξ
o
詳
鬻

鋤
o
ロ
ロ
○
●

と
あ
り
、
こ
の

「
図
①
冒
h
o
一け
胃
」

↑

幻
Φ甘
。訂

い

現
代
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

幻
Φ
ω聲
叩

。
冨
村
)
は

、
自
動

詞

(生
き
返
る
)
と

他
動

詞

(生
き
返
す
)
と

い
う

対
応

関

係
を

持

つ
動

詞

で
あ

る

。

つ
ま

り

、
ポ

ル
ト

ガ

ル
語

で
は
自

・
・他

の
対
応

関
係

を
持

つ
と

い
う

こ
と
が
背

後

か
ら

「
よ

み
が

へ
る
」

対

「
よ

み
が

へ

す
」

と

い
う

関
係

を

支

え

て

い
る

と
考

え

る

こ
と

が

で
き

る
。

こ

れ

に

よ

っ
て
、

「
神

が
人

間
を

よ

み
が
え
す

」

「
キ

リ

ス
ト
が

よ
み
が

え

る
」
と

い
う

よ
う

な
、

主
要

な

、
象
徴

的
な

用
法

が
格

立
す

る
と

言
え

る

の
で
あ

る
。
,
「
よ
み

が

へ
す

」
の
用
例

は
、
た

と
え

ば

『
ど
ち

り
な
き

り

し
た

ん
』
(小

島
幸
枝
編

『ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
総
索
引
』
風
間
書
房
。
以
下
同
様
)
に

一
例

(
「よ
み
が

へ
る
」
は

一
六
例
)
、

『ぎ

や

ど

ぺ
か
ど

る
』

(豊
島
正
之
編

『キ
リ
シ

タ
ン
版
ぎ
や
ど
ぺ
か
ど
る

本
文

・
索
引
』
清
文
堂
。
以
下
同
様
)
に

四
例

(「
よ

み
が

へ
る
」
は
六
例
)
等

、
散

見

す

る
が
、
『
日
本

国
語

大
辞

典
』
(第

一
版
〉
に

は
無

く

、
『
時
代

別

国
語
大

辞

典

・
室

町
時

代
編

』
(以
下
、
略
称

『
時
代
別

・

室
町
』
)
で
は

日
葡
辞

書

の
例

の
抵

か

に

「
サ

ン
ト

ス

巻

こ

か

ら
、

汝

ノ
子

ヲ

ヨ
ミ
ガ

エ
ス

ニ
ヲ
イ

テ

ハ
、
我

ニ
ナ

ン
ノ
報

謝

カ

ア
ラ

ン

を

挙

げ

て

い
る

。

こ

の
例

は

「聖

ア
ン
デ

レ
」

の
例

(翻
字
篇
八
○
頁
)

で

あ

る

。
キ

リ

シ
タ

ン
資

料
以

外

の
例

は
掲
げ

て

い
な

い
。

こ
こ

で
、
筆
者

が
調

べ
た

『
羅
葡

日
対
訳

辞
書

』
(金
沢
大
学
法
文
学
部
国

文
学
研
究
室
編

『
ラ
ホ
日
辞
典
の
日
本
語
』
お
よ
び
福
島
邦
道

・
三
橋
健
解
題

『羅

葡
日
対
訳
辞
書
』
勉
誠
社
。
以
下
同
様
。
略
称

『
羅
葡
日
』
)

の
例
を

掲
げ

て
み

よ
う

と

思
う

。
『
落
葉

集

』
(京
都
大
学
国
文
学
会
刊
。
以
下
同
様
)
と

い
う

国

字

資

料

に
は

「
よ

み

が

へ
す
」

と

い
う

語

は
見

え

な

い
が
、

『
羅
葡

日
』

を

見

る
と

「
よ

み
が

へ
る
」

三
例

に
対

し

て

「
よ

み
が

へ
す
」

は

四
例
あ

る

。ま

ず

、
「
よ

み
が

へ
る
」

の
例
は

、

①

幻
巴

莓

壼

ρ

(①
。。・。測
)

団
○
巨

ひq
錯

Φ
騫

B
8

0
・

②

幻
①
巳
昌

。
ρ

(8
⑩
測
)
1

↓
o
同置
鋤
轟

く
貯
①
お
お
冒
軽

三

選

●

矯
0
8

一ひq
9
く
Φ
N
口
・

③

↓
冨
眞

①
ρ

(。。ω
心
畑

)

日
o
B

髯

鋤
三
¢
①
二

鋤
b
・
く
o
日
碍
昌

Φ
-

N
⊆
矯
一
ρ
一
〇
蝉
く
Φ
同
口
・

以

上

の

三
例

で
あ

る

が
、

見

出

し

の

ラ

テ

ン
語

に

言

及
す

る
と

、
①

の

「菊
①
隻
忌
薑

ω
」

は
形
容

詞

で
、

「
よ

み
が

え

っ
た

(人

)」

等

の
意

味
。
②

の

「
幻
Φ
巳
三
h
o
O
」
は
自

動

詞

で
、

「
生
き

返
る

、
復
活

す

る
」
等

の
意

味
。

ま

た

、
語

釈

に
見
え

る
ポ

ル
ト

ガ

ル
語

マ
①
冒
お

三

、
は
現

代

ボ

ル
ト

ガ
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ル
語

で
は

可
Φ
ω雲

軽

N」

(復

活
す

る
)

で
あ

ろ
う

。
③

の

「日
鑓
皐
①
。
」

は
自
動

詞

・
他
動

詞

両
方

の
用
法

が
あ

る

よ
う
だ

が
、

掲
げ

て
あ

る

の
は

自

動

詞

の
も

の
で
あ

る
。

ポ

ル
ト
ガ

ル
語

の

「日
O
困⇒
P
N
餌
く
一¢
①
目
」
は

「
生

き

返

る
」
と

い
・ナ
意

で
、

こ
れ

は
②

に
も
見

え

る
。
③

で
は

「
よ
み

が

へ

る
」
と

と
も

に

「
い
き

か

へ
る
」

も
掲

げ

て

い
る
。
な

お
、

日
葡

辞
書

の

、
「
よ

み
が

へ
る
」

の
ポ

ル
ト

ガ

ル
語
釈

「
幻
①h
昌
o
詳
霞
」

は
出

て

こ
な

い
。

次

に

「
よ
み

が

へ
す

」

の
例
を

挙
げ

る
と

、

①

国
×
葺

ρ

(駅
①
測

)
1

幻
♀

三
。
一け霞

○
ω
B
O
き

ω
」
9
b
●
×
巨

,

す
ロ
o
k
O
日
齢
錯

Φ
言

・

②

帋

h
ξ
。
ぎ

鴇i

(①
⑩
O
測
)

刻
①
hロ
。
麟

蕁

8

實
。
」
鐸

巻

巨

,

ひq
錯

①
旨

・

③

怨

8

。
ρ

(①
り
Φ
測
)
L

菊
①
旨
9
叶p
蠢

8
口
。
」
鋤
b
受

。
B
鹹
糟

く
Φ
甘

●

④

ω
9

葺

ρ
i

(⑳
O
・。
畑

)

図
①
冒

h。
冨

惹

O
B
O
二
。
」
8

●
×
巨

-

 皀

。
く
。
巨

ひq
錯

①
言
こ
舷
ρ
蠧

二

。。
甘
吋
⊆

以

上

の
四
例

で
あ

る

が
、

ポ

ル
ト
ガ

ル
語

は

「幻
①
h三
。
冨

び

幻
Φ
甘

。
冨

同」

(両
語
同
意
)
が

凩

い
ら

れ
、

こ

れ

は

日

葡

辞

書

の

「
よ

み

が

へ
す
」

の

,

「
幻
①
甘
h
o
詳
母

鋤
o
ロ
霞
○
」
に
用

い
ら

れ

て

い
る
語
と

同

じ

で
、
語
釈

と

し

て

も

、
②

・
③

は

日
葡
辞

書

の

こ
の
語
釈

と

同
じ

で
あ

る
。

な
お
、
④

に
は

「
サ
イ

ク

ワ
ツ

サ

ス

ル
」

(再
活
さ
す
る
)
を

並

記
し

て

い
る
。

さ

て
、
最

後

に

「再

活
」

に

つ
い
て
言

及
す

る
と
、

こ
れ
は
邦

訳

日
葡

辞

書

で
は

「

フ
タ

タ
ビ

ヨ
ミ
ガ

エ
ル

(再
び
活
る
)

生
き

返

る
こ

と
。
例

「
サ
イ

ク

ワ
ツ

ス
ル

(再
活
す
る
)
文
書

語
」

と

し

て

い
る
。

『日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
日
葡
辞
書
の
例
の
み
を
掲
げ
て
い
る
。
『時
代

さ
い
く
は
つ

別

・
室

町
』

で
は

日
葡

の
例
と

『
落

葉
集

』

の

「
再

活

(左
訓

・
よ
み
が

シ

サ
イ
ク
ワ
ツ
セ

へ
る
)
」
、

そ

し

て

『
句

双
紙

抄

』
か

ら

の

コ

死

不
二
再
活

一

一
度

死

ダ

者

ハ
再

ビ
イ

キ

カ

ヘ
ラ

ヌ
如

ク
、

」
と
、
『碧

巌
鈔

こ

か

ら

の

「

〈
打
二
破
漆

桶

一
〉
ト

ハ
大

死
底

ヨ
リ
再

活

ス

ル
処

ヲ
云

也
」

を
掲

げ

て

い

る
。

「
よ

み
が

へ
す

」

の
場

合
と

違

っ
て
、

こ
れ

に
は

キ

リ
シ

タ

ン
資
料

以

外

の
も
の

か
ら

の
例

を
も

掲
げ

て

い
る
。
・

な

お

、

『サ

ン

ト

ス
』

の

「
言

葉

の
和

ら

げ
」

に

も

「
ω
四
マ
9
6
什●
(釈

訓

・
甘
叶g
普
蔓

。巨

ひq
學
Φ
逵
)

幻
①甘
ω
o
冨

い
」

を

掲

げ

て

い

る
。

「知
①
冒
曾

O
冨

置

は

日
葡

辞
書

の

「
よ

み

が

へ
る
」

「
よ

み

が

へ
す
」

に
も

出

て
く

る
動
詞

(自
動
詞

・
他
動
詞
)

で
あ

る
が

、

こ
こ

で
は
自

動
詞

と

し

て
用

い

ら

れ

て

い
る
。

少

々
長
く

な

っ
た
が

、

「
よ

み
が

へ
る
」

「
よ

み
が

へ
す
」

の
対

立
が

キ

リ
シ

タ

ン
用

語
と

言
え

る
性

格
を

有
す

る
と

考
え

た

の

で
、

蛇
足

を
加
え

と
な

た

。
な

お

、
日
葡

辞

書

で

は

「唱

ゆ
る
」

に

は
キ

リ

シ

タ

ン
用

語

(教
会

の
用
語
)
と

注

し

て

い
る
が
、

「
よ
み

が

へ
る

・
よ

み
が

へ
す

」

に
は
そ

の

よ
う
な

注
記

が
あ

る
わ

け

で
は
な

い
。

と
ら

え
方

の
レ

ベ
ル

の
違

い
が

あ

る

の
で
あ

る
。は

か
せ

11
1

10

博
士

の
曰
く
、

先
ず

我

が
力

の
ほ
ど

を
御

覧
ぜ

ん
と

思

し
召

た
ち

わ
ん
り
き

さ
ば
、
当
所
の
学
者
達
を
我
が
前
に
集
め
給

へ
、
我
が
腕
力
を
見
せ

奉

ら

ん
と
。

学
者

達
を

集

め
て
、

博
士

の
前

に
置

か

る
れ
ば

、

口
を

閉
ぢ

て
物
言

ふ

こ
と
か

は

ぬ

(叶

は

ぬ
)

や
う

に
な

し
て
、
種

々

α
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ぎ
や
う
こ
う

い
ち
ご
ん

行

業

を

な
す

と

い

へ
ど
も

、

一
言

を
吐

く

こ
と
も

叶

は

ぬ
と

こ

ろ

に
、
博
士

、
我

等

デ

ウ
ス
な

る

こ
と

を
知

ら

せ
ん

た
め

に
各

々
物
言

ご
ん

ご

ふ

こ
と
を

ば
許

す
と

、
言

ふ
と
と

も

に
、
言
語

を
発

す

る
な
り

。

(八

○
～
八

一
)

(
魔
術

師
た

ち
は
答

え

た
。

「
や

つ
ら

が
わ
れ

わ

れ

の
ま

え

で

口
も

き
け

な
く

な

る
と

こ
ろ
を

お
眼

に
か

け
ま

し

ょ
う
。

さ
あ

、
ど

ん
な

に
雄

弁
な

手
合

い
で
も

つ
れ

て

い
ら

っ
し

ゃ

い
。
わ

れ
わ

れ

の
ま
え

で
も

の
が

言
え

た

ら
、
わ

れ
わ

れ

の
術

は
、
イ

ン
チ
キ
だ

っ
た

こ
と

べ
ん
じ
や

に
な

り
ま

す
」

そ

こ

で
、

数
人

の
口
達
者

な
弁

者
た

ち
が

呼
ば

れ
た

が
、

魔
術

師
た

ち

の
ま
え

に
立

つ
と

、
と

た

ん
に

み
ん
な

も

の
が
言

え
な

く
な

り
、

そ

れ
ど

こ
ろ
か

、

口
が
き

け
な

い
と

い
う

こ
と

を
身

ぶ
り

で
し

め
す

こ
と

す
ら

で
き

な
か

っ
た

。
魔

術
師

た
ち

は
、

国
王

に
む

か

っ
て
言

っ
た
。

「
わ

れ
わ

れ

が
神

で
あ

る

こ
と
を

お

わ

か
り

い
た

だ
く

た

め
に
、

こ

の
者
た

ち

に
口
を
き

く

こ
と
を

許

し

て
や
り

ま

し

ょ
う

。
)

4
1
1
3
7

傍

線
部

の
対

応

に
注

目
す

る
と
、

(サ

)
で
は

い
ろ

い
ろ
な
し
わ

ざ

(行

業

・
ひq
&
。q
o
)
を

し

て
も

一
言
も

発
す

る

こ
と

が

で
き
な

か

っ
た
と

述

べ

て

い
る
が
、

(黄
)

で
は

、

口
が
き

け
な

い
と

い
う

こ
と

を
身

ぶ
り

(「
行
業
」

に
対
応
)
で
し

め

す

こ
と
す

ら

で
き

な

か

っ
た

、
と

あ

る
。

こ

の
違

い
は

訳
出

上

の
も

の
な

の
か
、
ま

た

は
原
拠

本
文

の
違

い
に
よ

る
も

の
な

の
か
。

な
お

、

(
サ
)

の
括

弧

内

の

「叶

は

ぬ
」

は
巻

末

訂
正

表

(巻
第

一
の
書
き

誤
り
)
に

よ
る
訂

正
。

へ
い

い

ち
や
く

11
1

11

か

の
学

者

ア
ポ

ス
ト

ロ

ス
の
弊

衣

を

着

し

て
居
給

ふ
を

見

し
ん
じ
ゆ
う

て
、

心
中

に
賤

し

め
奉

る
な
り

。
然

る
を

、

サ

ン
シ

モ
ン
か

の
人

々

ぎ
よ
く

う
つ
わ
も

の

に
宣
は
く
、
た
び
た
び
金
銀
珠
玉
を
も

つ
て
飾
ら
れ
た
る
器
物
に
卑ほう

し
き

も

の

の
入

り
た

る

こ
と
も

あ
り

。
又

つ
た

な
き

器
物

の
中

に
宝

し
ゆ珠
を
入
れ
置
く
も
あ
り
。
人
は
物
を
買
ふ
に
そ
の
物
を
入
れ
た
る
器

物
の
貴
賎
を
見
ず
、
そ
の
物
の
善
悪
を
論
ず
る
も
の
な
り
。

(八
こ

(弁
者
た
ち
は
、
ふ
た
り
の
使
徒
が
粗
末
な
身
な
り
を
し
て
い
る
の

を
見

て
、
内

心

ひ
そ

か

に
さ
げ

す

み

の
念

を

い
だ

い
た
。

そ

こ
で
、

シ

モ

ン
が
言

っ
た
。

「
金

銀
宝

石

を
ち

り

ば

め
た

箱

の
な

か

に
な

ん

の
値
う

ち
も

な

い
も

の
が

入

っ
て

い
た
り

、
粗
末

な
木

箱

に
高
価

な

真

珠

の
頸
飾

り

が
入

れ

て
あ

っ
た
り
す

る

こ
と

は
、

日
常

よ
く
あ

る

こ
と

で
す

。

で
す
か

ら
、

ど
う

し

て
も

手

に
入

れ
た

い
も

の
が
あ

っ

た
ら

、
.
箱

で
は

な
く

、
中
身

の
宝

物
,に
よ

く
注
意

を

は
ら
わ

な
く

て

は
な

り
ま

せ
ん

。
)

4
1
1
3
8

対

応
部

⑩

の
例
。

(サ
)

の
筆
者

傍

線
部

に
注

目
す

る
と
、

サ

ン

シ

モ

ン
は
学

者

の
心

中
を

見
抜

い
た

と
考
え

ね
ば

な

ら
な

い
が

(そ
れ
を
説
明
し

て
い
る
部
分
は
無
い
が
)
、

(黄
)

で
も

こ
の
点

が
同
様

で
あ

る
こ
と

が
面

白

い
。こ

の
箱

の
た
と

え
話

は

「
⑯

サ

ン

バ
ル

ラ
ン
と

サ

ン
ジ

ョ
サ

ハ
ツ
の

御

作
業

」

に
も
見

え

る
が

、
そ

こ

で
は

一
挿

話

と
し

て

で
、
帝

が
金
銀

で

飾

っ
た
箱
と

漆
喰

で
ぬ
り

よ
ご

し
た
見

苦

し

い
箱

と
を

作

ら
せ

て
そ

れ
ら

を
臣

下

に
示
し

、
選
ば

せ

る
と

い
う
内

容

に
な

っ
て

い
る
。

な

お
、

こ

の
二
人

の
使
徒

の
布

教
物

語

で
は

、
使
徒

は

い
つ
も

二
人

一
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組

(
(サ
)
で
は

「
ア
ポ
ス
ト
ロ
ス
」
と
示
さ
れ
る
が
、
単
数
形
も
混
在
)
で
登
場

す

る
が
、

こ

の
場
面

で

は
例
外

的

に

「
サ

ン
シ

モ
ン
」

が
単

独

で
行

動
す

る
。

(黄
)

の
場

合
も

「
シ

モ
ン
」

の
単
独

行
動

は
、

(サ

)
と

の
対
応

部

で
あ

る

こ
の
物

語

の
範

囲

で
は

こ

の
場

面
だ

け

で
あ

る
。

ご

11
-

12

そ

れ
に

よ

つ
て
仏
を

拝
む

こ
と

を
捨

て
、

天

に
ま

し
ま
す

御

い
つ
た
い

な
ん

一
体

の
デ

ウ

ス
を

拝

み
奉
ら

ん
と

約
束

せ
ら

る

る
に
お

い
て
は
、
洌

だ
ち

ひ
た
い

と
な

等

の
額

に

ク
ル

ス
を
唱

へ
ば

、
以

後
も

つ
て
博

士

の
魔

術
も
益

あ

る

べ
か
ら
ず

と

宣

ふ
な
り

。

(八

こ

(そ

こ

で
、
偽

神

た
ち

を

拝
む

こ
と
を

や
め

、
眼

に

見
え

ぬ

神
を

ひ
た
い

信
じ

る
と

お
誓

い
に
な

る
な
ら

ば

、
あ
な

た

が
た

の
額

に
十
字

の
し

る

し
を
切

っ
て
あ
げ

ま

し

ょ
う

。

そ
う

す

れ
ば

、
あ

の
魔

術
師

ど
も

の
力

に
う

ち
勝

つ
こ
と
が

で
き

ま
す
」
)

4
1
1
3
8

対
応

部
⑩

の
例
。

こ
れ

は
サ

ン
シ
モ

ン
が
学
者

達

に
言

っ
た

言
葉

。
筆

者

傍

線

部

の

「
ク

ル

ス
を

唱

へ

」
・と

「十

字

の

し

る
し

を

切

っ
て

ー

島
と

の
対
応

は
、

拙
稿

「
そ

の

一
」
の
19
!

11

「
ク

ル
ス
を

唱

へ
て
」
、

「
そ

の
三
」
の
2
-

9

「額

と
、

胸

に
ク

ル

ス
の
御

印

を
唱

へ
給

ひ
」
、
「
そ

の
五
」

の
6
1

9

・
②

「
ク

ル
ス
を
唱

へ
給

へ
ば
」

で
言
及

し
た

。
特

に

「
そ

の
五
」
で
は

、
森

田
武
氏

の

『
日
葡

辞
書

提
要

』
に
拠

り

、
「唱

ユ
ル
」

は
教

会

通
用

語

で

「
口
に
唱
え

る
ば

か
り

で
な
く

、
そ

れ

に
あ

る
動

作

が

伴
な

う
」

等

々

の
説
を
引

用

し
た
。

こ
の
対
応

の
例

は

「
そ

の
六
」

の
10

1

4
に
も

あ

る
。

11
1

13

各

々
御

異
見

に
応

ぜ
ら

る

る
が
故

に
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
瀏

ー

む
す

く
だ
ん

人

々
の
額

に

ク
ル

ス
を

結

び
給

ひ

て
よ
り

、
帝

王

の
前

に
参

り

、

件

ひ

は
う

の
博

士
と
も

に
問
答

し
、
誹

謗
す

る
な

り

。

(八

こ

(弁

者

た
ち

は

、
そ

の
と

お

り
誓

っ
て
、
額

に
十

字

を

切

っ
て
も

ら

う
と

、
王

の
も

と

に
も
ど

り
、

あ
ら

た

め

て
魔

術
師

た
ち

の
ま
え

に
立

っ
た
。

し
か

し
、

魔
術

師
た

ち
は

、

こ
ん
ど

は
な

ん

の
術
も

か

け

る

こ
と
が

で
き
ず

、

な

み

い
る
人
び

と

の
ま

え

で
大

恥
を

か
か

さ

れ

た
。
)

4
-

1
3
8

前

節

の
続
き

。
本

例

の

「
ク

ル
ス
を
結

ぶ
」

に

つ
い
て
も
拙

稿

「
そ

の

=

の
19
i

11
で
言

及

し
た
が

、
こ
れ

に

つ
い
て
は
邦

訳

日
葡
辞

書

の

「
ム

ス
ブ
」

に

「イ

ン
ヲ

ム

ス
ブ

(印
を
結
ぶ
)」

と

い
う

用
例

が

あ
り

、
そ

の
説

明

に

「
ゼ

ン
チ

ョ

(異
教
徒
)
が

習
わ

し
と

し

て
す

る
よ
う

に
、
手

で

さ
ま
ざ

ま

な
し

ぐ
さ
を

す

る
、

ま
た

は
、

儀
礼
を

行

な
う
」

と
あ

る
点

を

指

摘

し
、

そ

こ
に

「
ク

ル
ス
を

結
ぶ
」

と

い
う
例

の
出

て

い
な

い
こ
之

に

注

目

し

た
。

一
方

、

「
ト

ナ

ユ
ル
」

は

、
邦

訳

日
葡

に
は

「
あ

る
事

を

唱

名

祈
念

す

る
。
あ

る

い
は
、

祈

る
」

と

あ
り

、
例

と

し

て

「
ク

ル

ス
ノ

モ

ン
ヲ

ト

ナ

ユ
ル

(ク
ル
ス
の
文
を
唱
ゆ
る
)
」
が

あ
り

、
そ

の
説

明
と

し

て

「
ク

ル

ス

(十

字
架

)

の
し
る

し
を

つ
く

る

〔十
字
を
切
る
〕
」
と

あ
り

、

ほ

か

に
も

「
コ
ン
タ

ナ
ド

ヲ

ト
ナ

ユ
ル

(
コ
ン
タ
な
ど
を
唱
ゆ
る
)
」
、
す

な
わ

ち

ロ
ザ

リ
オ

の
祈
り

の
例
な
ど

、

キ
リ

シ
タ

ン
用

語
と

し

て
の
例
と

解
説

(「教
会

の
用
語
」
と
し
て
い
る
)
が
見
え

る

の
で
あ

る
が
、

「
ム
ス
ブ
」

に
は

キ

リ
シ

タ

ン
用

語
的

な
例

と
解

説

は
ま

っ
た
く

見
ら

れ
な

い
の
で
あ

る
。
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だ
が
丶

小
島

幸
枝

氏

の

『ど

ち
り

な
き

り

し
た

ん
総
索

引
』
に
よ

る
と

、

「

さ

ん

た
く

る
す

の
御

し

る
し
を

以

て
と

い
ふ

一
く

を

と
な

へ
て

ひ

た

ひ
に
く

る
す

を
む

す

ぶ
也
」

(
6
1

11
)
が

一
例
あ

る
。

そ
れ

に
対

し

て

「
唱

ふ

・
唱

ゆ
」

は

、
「
か

ね

て
よ
り

身

の
う

へ
に
く

る
す

の
も

ん
を

と
な

へ
け

れ

バ
」

(
7
1

4
)
、

「く

る
す

の
し
る

し
を

つ
ね

に
と
な

ふ

る
事

か
ん

よ
う

な
り
」

(
6
ウ
ー
2
)
、

「
わ

れ
ら

が

て
き
を

と

い
ふ

一
く
を

も

て
く

ち

に
く

る
す
を

と
な

ふ

る
也
」
等

々
、

キ
リ

シ
タ

ン
用
語

と

し

て
の
例
が
多

く

見
え

る

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、
本
節

の

(サ

)

の

「
か

の
人

々
」

と
は

11
-

11

の

「
か

の

学
者

」

の

こ
と

で
、

こ
こ

で
は
、
学

者

が
帝

王

の
前

で
博

士
と

問
答

し
博

士
を

誹

謗

し

た
、
と

述

べ
て

い
る

の
で
あ

る

が
、

「帝

王

の
前
に

参

り
」

の
主

語

(か
の
人

々
陪
か
の
学
者
)
が

示

さ
れ
ず

、

そ

の
う

え

「件

の
博

士

と
も

に
問
答

し
」

の

「
と
も

に
」
が
あ

い
ま

い

(誤
訳
か
)
な

の
で
、
す

ぐ

に
は

こ

の
内

容

が
読

み
取
り

に
く

い
。

11
1

14

そ

の
時
帝

王

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
を

請
ぜ

ら

る
れ
ば

、

ア
ポ

ス
ト

れ
う

ロ
ス
そ
の
毒
蛇
毒
竜
を
博
士
に
擲
つ
て
、
汝
我
等
が
御
主
ゼ
ズ
キ
リ

み

な

ど
く
じ
や

ス
ト

の
御
名

を
も

つ
て
こ

の
毒
蛇

よ
り
喰

ら

は
れ

、
死

せ
ず

し

て
大

だ
い
お
ん

き

な
る
苦

し

み
を
受

け

、
大
音

を
あ

げ

て
叫

ぶ

べ
し
と

、
宣

へ
ば
、

(入

こ
(し
か

し

、
国

王

の
命

令

で
駆

け

つ
け

て
き

た

両
使

徒

は
、

蛇
ど

も
を

つ
ま

ん

で
着

て

い
た

服

に
く

る
み
、

魔
術

師
た

ち

に
そ
れ

を
投

み

な

げ

つ
け

る
と
、
大

声

を
は
り

あ
げ

て
、
「
主

の
御
名

に
お

い
て
申

し

つ

う
め

け

る
。
蛇

ど
も

に
殺

さ
れ

る

の
で
は

な
く

、
肉

を
咬

ま
れ

て
呻
き

声

を
あ

げ
な

が
ら

の
た
う

ち

ま
わ

る

の
だ
」
)

4
1

1
3
8

対
応

部
⑬

の
例
。
(
サ
)
の
筆

者
傍

線
部

「
我
等

が
御

主

ゼ
ズ

キ
リ

ス
ト

の
御
名

を
も

つ
て
」

は

(黄

)

の

「主

の
御

名

に
お

い
て
申

し

つ
け

る
」

を

見

る
と
、
「
申

し
付
く

る
」
の
よ
う

な
表

現

が
脱

落

し
た

の
か
と
も

考
え

ら

れ

る
。
こ
れ
と

同
じ

こ
と

が
考
え

ら

れ
る

例
と

し

て
、
拙
稿

「そ

の
五
」

で
指

摘

し
た

6
1

6
が

あ

る

(
こ
れ
ば
拙
稿

「そ
の

一
」

で
も
挙
げ
た
)
。

お
ん

ち
う

ぶ

6
-
6

ア
ポ
ス
ト
ロ
御
首
の
座
に
引
か
れ
給
ふ
道
に
中
風
を
病
む
者

い
ち
に

ん

わ
れ

一
入

あ
り

し

が
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
を
頼

み
奉

る

に
、
我

今
御

大
切

に
対

…

み

な

し

て
首
を

打
た

る

る
ナ
ザ

レ
ト

の
ゼ
ズ

ス

の
御

名
を

も

つ
て
起

き
上

こ

お
ん

り

て
、
御

作
者

へ
御
礼

を

申
せ

と
宣

ふ
折

節
、

確

に
立
ち

上
り

て
、

お
ん
あ
る
じ

み

な

た
つ
と

御

主

の
御
名

を
尊

み
奉

る

な
り
。

(五
七
～
五
八
)

で
あ

る
が

、
ま
ず

「首

を
打

た

る
る
」

は

、

こ
こ

で
文

が
終

わ

る
か
接

続

助

詞

「
が
」

な
ど

が

入
る

べ
き
と

こ

ろ
と
考

え

ら
れ

る
。

そ
し

て
、
本

題

の

「
ナ
ザ

レ
ト

の
ゼ
ズ

ース

の
御

名
を

も

つ
て
」

(ナ
ザ
レ
ト
ーー
ナ
ザ
レ
。
イ

エ

ス
の
生
地
)
だ

が
、

(黄
)

で
は

「
イ

エ
ス

・
キ
リ

ス
ト

の
御
名

に
お

い
て

命

じ

る
。」

と

な

っ
て

い
る
。

つ
ま

り
、

(黄

)
を
参

照

す

る
と

、

こ

こ
で

も

(サ

)
は

「ー

ゼ
ズ

ス
の
御

名

を
も

つ
て

(命

ず

る
)
。
起

き

上
り

て
ー

」

の
よ
う

に
な

る

べ
き

と

こ
ろ
な

の
で
は
な

い
か
と
考

え
ら

れ

る

の
で
あ

る
。

し
か

し
、

そ

の
よ
う

に

(黄
)

に

と

ら
わ

れ

ず
、

(サ

)

の
本
文

を

検

討
し

て

み
る
と

、
右

の
11
1

14
、
そ

し

て
6
-

6
共

に
使
徒

が
相

手

に
、

「
イ

エ
ス
キ

リ

ス
ト

の
御
名

を
も

っ
て
あ

る
行
為

を

せ
よ
」
と
、
威

圧
的

・

一93一



高
圧

的
な

態
度

で
命

じ

て

い
る
と

い
う

こ
と

に
な
り

、
そ

れ
は

そ
れ

で
意

味

が
通
じ

な

い
わ
け

で
は

な

い
。
特

に

11
1

必
の
場
合

は

、
「
汝

我
等

が
御

主
ゼ
ズ

キ

リ

ス
ト

の
御
名

を
も

つ
て
i

」

と

、
呼

び
か

け

の

「汝
」

が

冒

頭

に
あ

る
。

こ

の
点

か

ら
も

、

「申

し

付
く

る
」

の
よ
う

な

表

現

が
脱

落

し
た
と

考
え

な
く

て
も

よ

い
の
か

と
思

わ
れ

る

の

で
あ

る

が
、
は

た

し

て
ど

う
な

の
か
。

な
お
、

6
!

6
の
筆
者

波
線

部

「
我
今

御
大

切

に
対

し

て
首

を
打

た

る

る
」

は

(黄

)

で
は

「
わ
た

し
は

、

い
ま

イ

エ
ス

・
キ

リ

ス
ト

の
た

め

に

刑

場

へ
引

か

れ

て

い
く

と

こ
ろ
だ

が
、
」

と
な

り
、

「
に
対

し

て
」

は

「
の

た

め

に
」

と

対

応

す

る
。

邦

訳

日

葡

の

「
対
す

る
」

の
用

例

の

一
つ
に

「
デ

ウ

ス

ニ

タ

イ

シ

タ

テ

マ

ツ
リ

テ
」

が

あ
り

、

そ

の
語
釈

は

「
デ

ゥ
ス

の
愛

に
か
け

て
、

あ

る

い
は

、

デ
ウ

ス
を

尊

ぶ
故

に
」

と
な

る
が

、

右

の

(サ
)

の
用
法

は

こ

の
用
法

で
あ

る
と

言
え

る

(日
葡
辞
書

の
原
文
は

「b
o同
9
B
o
さ
○
信
b
O
N
お
な
虫
け○
創
①
∪
①o
ω
」

で
、
こ
の

「U
o
邑

す
な
わ
ち

「
～
の

ゆ
え

に
」
に
注
目
し
た

い
)
。

日
葡

辞
書

で
は

「教

会

の
用
語

」
と

い
う

よ
う

な

注
は
付

し

て

い
な

い
が
、

こ
れ
も

広

義

の
キ

リ
シ

タ

ン
用

語
と

言

っ
て

よ

い
の

で
は

な

い
か
。

こ

の

「
に
対

し

て
」

に

つ
い
て
は
拙

稿

「
そ

の
五
」

の
6
1

6
に
お

い

て
、
福
島

邦
道

氏

の
指
摘

、
村

岡
典

嗣
氏

の
指
摘

に

つ
い
て
言

及
し

た

(ポ

ル
ト
ガ
ル
語

の

「b
o同
」
の
語
法
に

つ
い
て
等
)
。

と

こ

ろ

で
、

『時

代

別

国

語
大

辞

典

・
室

町
時

代

編
』

の

「
対

す
」

で

は
次

の
よ
う

な
語

義
分

類
を

示

し

て

い
る
。

項

目
だ
け

掲
げ

る
と

、

①

あ

る
場

面

に
臨

ん

で
、

問
題
と

す

る
も

の
と
向

い
合

っ
た
位
置

に

身
を
置

く

。

②

そ

の
も

の

の
性

格
を

、
或

る
基

準

と
す

る
も

の
と

、
対

照
さ

せ

て

把
握
す

る
意

を
表

わ
す

。

,③

「
へ

(
に
)
対

し

て
」

の
言

い
方

で
用

い
ら

れ
る
。

⑦

対
象

を
明

示
し

た
上

で
、

そ
れ

に
向

け

て
動
作
を

行
う

さ
ま

を

表

わ
す

。

④

キ

リ
シ

タ

ン
に
お

い
て
、

行
為

の
究

極

の
目
的

と
す

る
も

の
を

示

す

の
に
用

い
る
。

と
な

る

が
、

(サ
)

の
本

例
は

そ

の
③

に
該

当
す

る

例

で
あ

る
と

言
え

る
。

そ

れ
故

、
③

に
焦

点

を
合

わ
せ

る
と

、
そ

の
⑦

に
は

用
例

と
し

て

(玉

塵
)

か
ら

の
例

の
ほ
か

に
次

の
例
を

掲
げ

て

い
る
。

読

誦

ノ
人

ニ
タ
イ

シ

テ
書

ス

(天
草
平
家
序
)

読

誦

ノ
人

ヘ
タ
イ

シ

テ
書

ス

(イ
ソ
ポ
序
)

ま

た
、

④

の
用
例
と

し

て
、

御

主
ゼ
ズ
ー
キ

リ

シ
ト

ニ
タ
イ

シ
奉

リ

テ
、
何

タ

ル
敵

タ

ウ
事

ヲ

モ
浚

グ

心
ガ

ケ

(
コ
ン
テ
ム
ッ
ス
一)

と

い
う

例
を
掲

げ

て

い
る
。

(サ
)

の
、

我

今
御
大

切

に
対

し

て
首

を
打

た

る
る

は

、
そ

の
④

に
該
当

す

る

例

で
、

「
首
を

打

た

る

る
」
と

い
う

行

為

の
究

極

の
目

的
と

す

る
も

の
と
し

て

「
御
大

切

(キ
リ
ス
ト
の
愛
)」
を

示

し

て

い

る
と
言
え

る
。
そ

こ
か

ら
、

こ

の

「
に
対
し

て
」

か
ら

は

「
の
た

め

に
」

と

い
う

含
意

を
導

き
出

せ

る
と
言
え

よ
う

。

一94一



11
-

15

博

士

の
た
め

に
オ

ラ

シ

ョ
し

給
ひ

、
毒

蛇

に
、
汝

が

口
よ
り

吐

き

た
る

毒
を

再
び
含

み
て
、
も

と

の
所

に
帰

れ
と

、
宣

へ
ば

、
御

下
知

の
如
く

つ
か
ま

つ
る
を

も

つ
て
、
初

め

の
痛

み

よ
り
も

苦

し
む

が
故

に
、

ア
ポ

ス
ト

ロ

ス
博

士

に
宣

は
く
、

(八

こ

(そ
う

言

っ
て
か

ら
祈

り
を

さ

さ

げ

る
と

、
蛇

ど
も

に
、
魔

術

師

た

ち

の
体
内

に
入

れ
た

毒
を
も

う

一
度

吸

い
だ

し

て
、

も
と

い
た

と

こ
ろ

へ
帰

る
よ
う

に
と
命

じ

た
。
蛇

ど
も

が
毒

を

吸

い
と

っ
た

と
き

、

魔

術
師

た
ち

は
、
肉

を

咬
ま

れ
た

と
き

よ
り
も

は
げ

し

い
痛

み
を
感

じ

た
。

し
か

し
、
使

徒

た
ち

は
、

)

4
1

1
3
9

対

応
部

⑬

の
例
。

前

出
部

か
ら

の
文

脈
を
た

ど

れ
ば
文

意

が
通

じ
な

い

と

い
う

こ
と

は
な

い
が

、
そ

れ

に
し

て
も

こ
の
辺

の
訳
出

、
特

に
筆

者
傍

線
部

は
生

硬
な

感
が

あ

る
。

さ

て
、

使
徒

た
ち

か
ら

毒
蛇

の
こ
ら

し
め
を

受
け

た
魔

術
師

た
ち

は
、

そ

の
後

解

放
さ

れ

る
の
だ

が
、

(サ
)

で
は
、し
よ
に
ん

な
ほ
も

我

が
悪
を

捨

て
ざ

る

に
よ

つ
て
諸

人
賤

し
め
あ

ざ

け
る

な
り

と
あ
り

、
改

心
を

し

な
か

っ
た
。

(黄

)

で
は
、

魔

術
師

た
ち

は

、
あ

く
ま

で
邪
心

を
棄

て
よ
う
と

せ
ず

、
使

徒

た
ち

の
も
と

を
逃

げ
だ

し

た
。

そ
し

て
、

バ
ビ

ロ
ニ
ア
じ

ゅ
う

の
ほ
と

ん

ど

す

べ

て
の
人
び

と
を

そ

そ

の
か
し

て
、

両
使
徒

に
反

抗
さ

せ

よ
う

と

し
た

。

と

な

っ
て

い
る
。

こ

の
筆
者
傍

線

部

の
内
容

が

こ

の
物

語

の
結
末

部

に
お

け

る
両

使
徒

の
殉

教

の
原
因

と
な

る

の
で
あ

る
が

、
(サ

)
で
は

こ
の
部

分

と

の
対

応

が
見
ら

れ

な

い
。

と

こ

ろ
で
、
今

ま

で

の
話

は
魔

術
師

た
ち

の
退

散
と

い
う

こ
と

で
、

こ

こ

で

一
段
落

す

る
。

そ
し

て
、
段

落
が

改
ま

っ
て
次

の
11
1

16

の
話
と

な

る

の
だ

が
、

こ
れ

は
今

ま

で

の
話

と
は

脈
絡

の
無

い

一
挿
話

で
あ

る
。

さ
ぶ
ら
い

　て
て
　

ご

11
-

16

・
①

そ

の
時

代
或

る
時

、
或

る
侍

の
娘

父

無

し

子
を
生

む

こ

て
て

た

　

と
あ

り

、
そ

の
親
類

一,
族

集
ま

り

て
、

父
は
誰

そ

と
問

へ
ば

、

ア
ポ

み

で

し

く
ら
い

ス
ト

ロ
ス

の
御

弟

子

に

ヂ

ヤ

コ
ノ

の
位

あ

る

人

の
子

な

り

と
言

へ

り
。

(八
二
)

(ま

た

べ

つ
の
と
き

、
あ

る
将

軍

の
娘

が
ふ

し
だ
ら

を
し

で
か

し
た

こ
と

が
あ

っ
た

。
そ

し

て
、
当

然

の
む
く

い
と

し

て
子
供

を
生

み
お

と
す

と
、

聖
徳

に

み
ち
た

あ
る

助
祭

に
そ

の
罪

を
な
す

り

つ
け

て
、

て

こ

こ

の
人

に
手

籠

め

に
さ
れ

て
み

こ
も

っ
た

の
で
す
、
と

根
も

葉
も

な

い
こ
と

を

言

っ
た
。
)

4
1

1
3
9

対

応
部

⑭

の
挿

話

。
右

の
本

文

の

「或

る
侍

の
娘

(あ
る
将
軍

の
娘
)
」

の
行
為

は

、
芥

川
龍
之

介

の

「奉

教
人

の
死
」

に
お

け
る

「
傘
張

の
娘

」

の
行
為

と
同

類

で
あ

る
。
こ

の
ヂ

ャ

コ
ノ

(助
祭
)
の
正
体
が

女
性

で
あ

っ

て
死

後

に
そ

の
正

体

が
表

れ

る
と

い
う

モ
チ

ーー

フ
で
あ

れ
ば

、

「奉

教

人

の
死
」

の
骨

格
と

同
じ

に
な

る
と

言
え

る
だ

ろ
う

。

と

こ
ろ

で
、
(サ

)
で
は

助
祭

を

「
ア
ポ

ス
ト

ロ

ス
の
御

弗

子

に
ヂ
ヤ

コ

ノ

の
位

あ
る

人
」

と
し

、
そ

の
助
祭

を

両
使

徒

の
弟

子

と
し

て

い
る

の
だ

が

、

こ
れ
は

原
拠
本

文

で
は
ど

う
だ

っ
た

の
か
、
疑

念

の
生
ず

る
と

こ

ろ

で
あ

る
。

(黄

)

で
は
両

使
徒

の
弟

子
な

ど
と

は
し

て

い
な

い
。

一95一



11
-

16

・
②

そ

れ

に
よ

つ
て
そ

の
人

を
殺

さ

ん
と
あ

ひ
定

め
た

る
折

節

、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
そ

の
所

に
至
り
給

ひ

、
そ

の
子

は

い

つ
ご

ろ
生

こ
ん
に
ち

こ
く

れ
た

る
ぞ

と
、
問

ひ
給

へ
ば

、
今

日
卯

の
刻

に
生
ず
と

言

へ
り
。

(八

二
)(娘

の
両

親
は

、

こ
れ
を
真

に
受

け

て
、

助
祭

を
殺

そ
う

と
し

た
。

そ

こ

へ
両
使

徒
が

や

っ
て
き

て
、

赤

ん
坊

は

い

つ
生
れ

た

の

で
す

か

と

た
ず

ね

た
。
「き

ょ
う

の
第

一
時

(午
前
六
時
)
に
生

れ
ま

し
た
」
と

い
う

返

事

で
あ

っ
た
。
)

4
-

1
3
9

前
節

で
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス

(両
使
徒
)
の
弟

子

で
あ

る
助
祭

が

ぬ
れ
ぎ

ぬ

を

着

せ
ら
れ

た
わ

け

で
あ

る
が
、

こ

の

(サ

)
の
筆

者
傍

線
部

を
読

む
と

、

ア
ポ

ス
ト

ロ

ス
の
弟
子

で
あ

る
助

祭
は

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
と
は

別
行
動

を

し

て

い
て
、
た

ま
た

ま

ア
ポ

ス
ト

ロ

ス
が

助
祭

の
住

む
地

に

や

っ
て
来

た

と

い
う

こ
と

に
な
り

、
話

が

お

か
し

い
。

(黄

)

で
は

そ

の
よ
う

な

疑

問

は

生

じ
な

い
。

な
お

、

(サ

)

の

「卯

の
刻

」
と

(黄
)

の

「
第

一
時

(午
前
六
時
)」
と

の
対
応

に
注

目
す

る
必

要
が
あ

ろ
う

。
時

刻

の
対
応

は

11
-

6
に
も

出
た

。

11
1

16

・
③

そ

の
時

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス

ヂ
ヤ

コ
ノ

(そ

の
子
と

、

ヂ

に

に
ん

ヤ

コ
ノ

)
を

こ
こ

に
連

れ

て
来

れ
と

宣

へ
ば

、
す
な

は
ち

二
人

と
も

お
ん
ま
え

に
御

前

に
召

し
出
だ

す

な
り
。

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
そ

の
子

に
向

か

つ
て

お
ん
あ
る
じ

み

な

た
い

宣
は

く
、

御
主

の
御

名

に
対

し

て
汝

に
言

ふ
、

か

の
ヂ

ヤ

コ
ノ
は
汝

を

ち
ち

の
父

か
と

、
宣

へ
ば

、.

(
八
二
)

(使

徒

た
ち

は
言

っ
た
。

「
赤

ん
坊

を

つ
れ

て

い
ら

っ
し

ゃ
い
。
そ

れ
か

ら
、
あ

な

た
が
た

が

罪
を
と

が

め

て

い
る

そ

の
助

祭
も

こ

こ

へ

つ
れ

て
き

て
く
だ

さ

い
」

指

図

ど
お

り

の
こ
と

が
お

こ
な

わ
れ

た
。

使

徒

た

ち

は
、
子

供

に

言

っ
た
。

「
坊

や

、
主

の
御

名

に

お

い

て
た

ず

ね

る
が

、

こ

の
助

祭

さ
ん

が
悪

い
こ
と

を

し
た

の
か

ね
」
)

4
1

1
りO
Q
∀

(サ

)

の
筆

者

傍

線

部

「
御
主

の
御

名

に
対

し

て
」

の

「
に

対

し

て
」

だ

が
、

そ
れ

が

(
黄
)

の

「
の
た

め

に
」

と

対
応

す

る
例

に

つ
い
て
は
前

出

11
1

14

で
言
及

し
た

。
本

例
は

(黄

)

の

「
に
お

い
て
」

と
対
応

す

る

例

。
『ど

ち
り

な
き

り

し
た

ん
』
に
は

「御

名

に
か

け

て
」

「御

名
を

も
て
」

は
あ

る
が
、

「
御
名

に
対

し

て
」

は
無

い
。

な
お

、
(黄

)

の

「
一
六

一

聖
ブ

リ

ッ
キ

ウ

ス
」

(第
四
巻
)
に
も

同
趣

の
話

(ブ
リ

ッ
キ
ウ
ス
が
ま
だ
助
祭
で
あ

っ
た
と
き
、
司
教
の
衣
服
の
洗
濯
な
ど
を

引
き
受
け

て
い
た
女
性
が
み
こ
も
り
、
ブ
リ
ッ
キ
ウ
ス
に
ぬ
れ
ぎ
ぬ
を
着
せ
た
)
が

あ

る
が

、
ブ

リ

ッ
キ

ウ
ス
が

そ

の
生

後

三
十

日

の
赤

子

に
直
接

尋
ね

た
言

葉

に
、神

の
お

ん
子

に
か
け

て
た

ず
ね

る

が
、
わ

た

し
が

お
ま
え

の
父
親

で

あ

る
か
ど

う
か

、

み
な

さ
ん

の
ま
え

で
率

直

に
申

し
述

べ
な
さ

い

が
あ

る

。

こ

の
場

合

は
ド

チ

リ
ナ

に
も
あ

る

「
に
か

け

て
」

で
あ

る

(本

章
は

(サ
)
に
は
無

い
V
。

(
サ
)

の
括
弧

内

は
巻
末

訂

正
表

に
よ

る
訂
正

。

(
黄
)

で
は

二
人

の
呼

び
出

し
を

別

々
に
述

べ
て

い
る
が
、
(サ
)
の
原
拠

本

文

で
も

そ
う

で
あ

っ

た
か

ら
、
結

果

的

に
こ

の
よ
う

な
訂

正
が

生
じ

る

こ
と

に
な

っ
た

の
か
。

ま
た

、
筆
者

波
線

部

「
の
」

は

「
が
」

の
誤

植

(
ロ
ー

マ
字
本
文
は

「が
」
)
。
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と

こ

ろ
で
、

(サ
)

の
、

御

主

の
御
名

に
対

し

て
汝

に
言

ふ

で
あ

る
が

、

こ
れ

も

11
1

14

で
挙

げ

た

6
-

6

の
例

の
場

合

と

同

様

に

『時

代

別

・
室

町
』

の

「
対
す

」

の
語

義

分
類

に
よ

っ
て
検

討

す

る
と

、

本

例
も
③

の
④
、
す

な

わ
ち

「
キ

リ

シ
タ

ン
に
お

い
て
、
行
為

の
究

極

の

目

的
と
す

る
も

の
を

示
す

の
に
用

い
る
」

と

い
う

項

に
該

当
す

る
と

言
え

よ
う

。

つ
ま

り

、

「汝

に
言

ふ
」
と

い
う

行

為

の
究
極

の
目
的

と

す

る
も

の
と

し

て

「御

主

の
御
名

(イ

エ
ス

・
キ
功
ス
ト
)
」
を

示

し

て

い
る
。

そ

こ

か

ら

「
に
対

し

て
」

か

ら
は

「
(
イ

エ
ス
)
を

証

人
と

し

て
」

と

い
う

含

意
が

読

み
取
れ

る
。

ら

し
ち

ゆ

11
1

17

件

の
博

士
は

仏

の
愚
僧
等

七
十

人
あ

る
所

に
行

き

、

ア
ポ

ス

た
い

ト

ロ
ス

に
対

し

て
か

の
愚
僧

等
を

語

ら
ひ

、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
こ

の
所

に
来
た

ら

れ
ば
、

仏
前

に
サ
キ

リ

ヒ
ィ
シ

ョ

(捧
げ
物
)
を
さ

せ
ら

れ

し
か

よ
、
然

ら
ず

ん
ば

、
害

せ
ら

れ

よ
と
、

訴

ゆ
る
が

故

に
、

(八
二
)

(さ

き

に
述

べ
た

ふ

た
り

の
魔
術

師

ザ

ロ

エ
ス
と

ア

ル
パ

ク
サ

ト

マ

マ

は

、
サ

ミ
ル

(不
明
)
と
よ
ば

れ

る
町

に
乗
り

こ
ん
だ
。
こ

の
町

に

は
、

偽
神

の
祭

官

が
七

十
人
も

い
た
が

、
魔

術
師

た
ち

は
、
使

徒

た
ち

に

反
旗

を

ひ
る

が
え
す

よ
う

彼

ら
を

そ
そ

の
か

し
、
あ

の
両
人

が
や

っ

て
き

た
ら

力
ず

く

で
供
香

さ

せ
る
か

、

そ
れ

に
応

じ
な
け

れ
ば

殺

し

て
し
ま
え

、
と

指
示

し
た

。
)

4
1
1
4
0

対

応
部
⑰

の
例
。

段
落

が
改

ま
り

、

ふ
た
た

び
魔

術
師

た
ち

と
使

徒
た

ち

の
話
と

な
る

。

(サ

)

の
筆

者
傍

線

部

「
ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
に
対

し

て
」

の

「
に
対
し

て
」

は
、
前

節

に
出
た

「御

主

の
御
名

に
対

し

て
汝

に
言

ふ
」

の
よ
う

な
、

神

や
キ

リ

ス
ト

を
行

為

の
究
極

の
目

的
と

す

る
も

の
と
し

て
示
す

と

い
う

例

で
は

な

い
。

『
時
代

別

・
室

町

』

の

「
対

す
」

の
語
義

③

の
⑦

、
す

な
わ

ち

「
対
象

を

明
示

し
た
上

で
、
そ
れ

に
向

け

て
動
作

を
行

う

さ
ま
を

表
わ

す
」

に
該

当
す

る
例

と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。

読

誦

ノ
人

ニ
タ
イ

シ

テ
書

ス

(天
草
平
家
序
)

の
場

合

の

「書

ス
」
に
当
た

る
動

作
が

「
か

の
愚
僧
等

を

語
ら

(
ふ
)
」
で
、

直

接

的
な
動

作

で
は

な

い
が
、

こ
れ

が

「
に
対

し

て
」

で
明
示

さ
れ

た
対

象

に
向

け

て

の
動
作

で
あ

る

こ
と

に
は
か

わ
り

は
な

い
(「
の
た
め
に
」
の
よ

う
な
含
意
は
導
き
出
せ
な

い
)
。

11
-

17

・
②

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
そ

の
所

に
至
り

給

ふ
折
節

、
か

の
僧

徒

争
の
下
知
を
も

つ
て
籖

魏
に
搦
め
ら
れ
給
ひ
・
昨
轍
を
仏
像
と
し

た

る
寺

へ
引
き

奉

り

、
サ

キ

リ

ヒ

ィ
シ

ョ
を

し
給

へ
と
申

せ

ば
、

(八
二
)

(さ

て
、

国
じ

ゅ
う

を

め

ぐ

り
歩

い

て

い
た

両

使
徒

は

、
サ

ミ

ル

の
町

に
も

や

っ
て
き

た
。

祭
官

た
ち

と
町

の
人

び
と

は

、
ふ
た

り

に

お

そ

い
か

か

り

、
縄

を

か

け

て

太

陽

神

の
神

殿

に

引

い
て

い

っ

た
。
)

4
-

1
4
0

前
掲

部

の
続
き

。

魔
術
師

た

ち

の
指

示

で
、
偽

神

の
祭
官

た
ち

は
使

徒

た
ち

に
太

陽
神

へ
の
供

香
を

強

要
す

る
。

以

下
、
使

徒

に
太

陽
神
を

礼
拝

さ

せ
よ
う

と

し
、
使

徒

が
神
像

に

こ
も

一97



る
悪
霊

に
そ

の
神

像
を

破
壊

さ

せ
、
神
殿

の
祭

官

に
殺
害

さ

れ
る

(殉
教
す

る
)
と

い
う

筋
書

き
は

、
拙

稿

「
そ

の
五
」

の

「
ω

「
聖

ト
ウ

メ

(聖
ト

マ

ス
)」

の
場
合

と
同

じ

で
あ

る
。

だ
い
お
ん

11
-

18

人

に

つ
き

た

る
天
狗

大
音

を
あ

げ

、

い
か

に

デ
ウ

ス

の
ア
ポ

な
に

ら

ゆ
.凡

ス
ト

ロ
ス
御

身

は
何
と

て
我

等
を

責

め
給

ふ
ぞ

?

そ

の
故

は

こ

の

所

へ
入
り
給

ひ

て
よ
り

我

が
身
を

焼
か

る

る
も

の
な
り

、
と

叫
び

た

り

。

(八
二
～
八
三
)

(す

る

と
、
悪

魔

に
と

り

つ
か

れ
た

人

た

ち

の

口
か
ら

、
悪

魔

ど

も

が

わ

め
き

声

を
あ

げ

た
。

「
お

い
、

生

け

る
神

の
使

徒

と

や
ら

、

お
ま
え

た
ち

は

、
わ
.し
ら

に
な

ん

の
恨

み

が
あ

る

の
だ

。
見

ろ
、

お

ま

え

た
ち

が
こ

の
町

に
あ
ら

わ

れ

て
か
ら
と

い
う

も

の
、
わ

し
ら

は
、

火

に
焼

か

れ

て

い
る

の
だ
」
)

4
1

1
4
0

対
応

部

⑱

の
例
。

(サ

)

の
筆

者
傍

線

部

「
そ

の
故

は
」
は

、

天
狗

た

ち
が

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
に
詰

問
し

な
け

れ
ば
済

ま

な

い
理
由
を

述

べ
る

、
と

い
う
気

持
を

言
葉

に
表

し

た
も

の
と
考

え
ら

れ

は
す

る
が

、
訳
出

と

し

て

は
生
硬

で
あ

る
と

言
わ

ざ

る
を
え

な

い
。

(黄
)

の

「
見

ろ
、
」
以

下
と

読

み
比

べ
る
と

こ
の
よ
う

に
言
え

る
。

な

お
、
「
そ

の
故

は
」
の
用

い
ら
れ

て

い
る
例
を

拙
稿

の
中
か
ら

拾

っ
て

み

る
と
、

「
そ

の

一
」

の

16
1

18

(二
〇
頁
下
段
)

に
次

の
よ
う

な

例

が
あ

る
。

と
が
に
ん

ゲ

レ
シ
ヤ

の
国

の
者

ど
も

は
昔

の
科

人
を

以

て
本

尊
と

す
。

そ

の
故

属

、

サ

ツ
ル
ノ
と

言

へ
る
者

は
我

が
子

を
裂

き
食

ら

ふ
、

(
一
四
二
)

(ギ

リ

シ
ア

の
人

の
あ

が

め
る
神

々
と

は

、
不
埒

な

こ
と
を

す

る
悪

人

の
こ
と
な

の
で
す
。

た
と
え

ば

、

サ
ト

ゥ

ル
ヌ

ス
が

そ
う

で
す

。

ギ
リ

シ

ア
人

に
よ

り
ま

す
と

、
サ

ト

ゥ

ル
ヌ

ス
は

、
自

分

の
子
供

た

ち

を
食

ら

い
、
)

4
1
3
9
1

こ

の

(サ

)

の

「そ

の
故

は
」

は
、

科
人

を
本

尊
と

す

る
と
断

言

で
き

る
理

由

を

述

べ

る
気

持

を
言

葉

に
し

た
も

の
と

考

え

る

こ
と

も

で
き

る

が

、
文

脈
上

や
は

り
落

着
か

な

い
表
現

で
あ

る
。

(黄

)

の

「
た
と

え
ば

」

に
対
応

す

る
と
見

る

こ
と
が

で
き

る
。

ま
た

、

「
そ

の
五
」

の
6
-

1

・
ω

(三
〇
頁
上
段
)
に
、

く
に
う
ど

ら

お
ん

そ
の
国
人
等
愚
痴
な
る
が
故
に
、
御
談
議
の
徳
を
取
ら
ぬ
こ
と
を

御
覧
ぜ
ら
る
る
な
り
。
そ
の
故
は
た
だ
九
人
ば
か
り
キ
リ
シ
タ
ン
に

う
ち

に

に
ん

な

り
奉

る
な

り
。

そ

の
中
よ

り

二
人
を

ば
そ

の
所

に
残

し
給

ひ
、

七

人

を
ば

ジ

ュ
デ

ア

へ
召

し
具

し
給

ふ
な

り
。

(五
五
)

(し

か

し
、
成

果

が

あ

が
ら

ず
、

こ

の
地

で
得

た
弟

子

は
わ

ず

か

九

人

に
と
ど

ま

っ
た

の

で
、

あ
と

の
七

人
を

つ
れ

て

ユ
ダ

ヤ

へ
帰

っ

た
ゆ
)

2
1
4
6
8
～
4
6
9

(黄

)

の

「
と

ど
ま

っ
た

の
で
」

と

比
較
す

る

と
、

(サ
)

の

「
そ

の
故

む

む

む

は
」

は

「

キ
リ

シ
タ

ン

に
な

り
奉

る
な

り
。
」

を
受

け

て

「
そ
れ
故

」

の
よ
う

な
形

で
出

る

べ
き
も

の
な

の
で
は
な

い
か

と
も

考
え

ら
れ

る
。

接

続

法
を

め
ぐ

る
欧

文

の
文
構

造
が

訳
出

に
与

え
た

影
響

の

一
つ
で
あ

る
と

も

考
え

ら
れ

る
。

こ

れ
と
同

じ

よ
う

な

例

が
右

の

「
そ

の
五
」

に
指
摘

で
き

る
。

6
-

7

(三
五
頁
上
段
)
に
次

の
よ
う

な

例
が

あ
る

。
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た
つ
と

お
ん

こ

の
貴

き

御

死

骸

は

七

月

二
十

五

日

に
そ

の
所

に
着

き

給

ふ

な

り

。
か

る

が
故

に
そ

の
日
を

エ
ケ
レ
ジ

ヤ
よ

り

そ

の
祝

ひ

日
と
定

め

つ
ご
も
り

給

ふ
な

り
。

ま
た

十

二
月
晦

日

に
埋
ま

れ
給

ふ
な

り
。

そ

の
故

は

七
お
ん

月

の
晦

日

に
ガ

リ
シ
ヤ

へ
着
き

給

ひ

て
よ
り

、
十

二
月

ま

で
そ

の
御

死
骸

を

埋
む

こ
と

を
延

べ
給

ふ
な

り
。

(聖
遺

体

は

、
七

月

二
十

五

日

に

コ

ン
ポ

ス

テ
ラ

に
移

さ

れ
、
十

二
月
三

十

日
に
埋
葬

さ

れ
た
。

し

か
し

、
墓

の
建
立

が

八
月

か
ら

一

月
ま

で
延

び

た

の
で
、
教

会

は
、
彼

の
祝

日
を

各

地

で
祝

う

の
に
都

合

が
よ

い
七

月

二
十

五

日
と
定

め

た

の
で
あ

る
。
)

(
黄
)
で
は

「
遺
体

は
七

月

に
到
着

し

た
が
、
埋
葬

は
十

二
月

に
な

っ
た

。

し

か
し
、

祝

日
は
七

月
と

し

た
。
」

と

い
う

こ
と
を

述

べ
て

い
る
。

(サ
)

の

「
そ

の
故

は
」

は

七
月

の
遺

体
到

着
と

十

二
月

の
埋
葬

と

の
時
間

的
な

ず
れ

を
説

明
す

る
た

め

に
用

い
ら
れ

て

い
る
わ

け

で
あ

る
が
、

こ

の
よ
う

に
冒

頭

に

「
そ

の
故

は
」

と
す

る
よ

り
も

、
文

末

の

「

延

べ
給

ふ
な

り
」

を

「

延

べ
給

ふ
故
な

り
」

と

で
も

し

た
方

が
、

理
由
を

述

べ

る

と

い
う

点

で
は

同
じ

で
あ

っ
て
も

読

む
方

と
し

て
は
抵

抗

な
く
読

め

る
。

以

下
、
「
そ

の
故

は
」
自

体

の
意

味

が

一
応

通

じ

る
例
を

拙
稿

か
ら

拾

い

出

し

て
お

く

と
、

「
そ

の

一
」

の
3
-

9
、

「
そ

の
二
」

の

3
-

12
、

「
そ

の
三
」

の
3
1

19

(二
七
頁
下
段
)
、
「
そ

の
四
」

の
4
-

8

(
一
三
頁
上
段
)
、

4
1

10
、

そ
し

て

「
そ

の
五
」

の
四

〇
頁

下
段

の
例
な

ど

が
あ

る
。

11
-

19

然

る
と

こ

ろ
に
、

デ
ウ

ス

の
ア

ン
ジ

ョ

一
体

ア
ポ

ス
ト

ロ

ス

ふ
た

う
ち

に

見

え

給

ひ

て
宣

は

く
、

二

つ
の

中

い
つ

れ

を

か

取

ら

る

べ

き

お
ん

み

ぞ
?

あ
る
い
は
恐
ろ
し
き
責
め
を
も

つ
て
御
身
の
敵
を
殺
さ
ん

か
れ

ら

い

か

?

あ

る

い
は

彼
等

を
生

け
お

く
を
も

つ
て
御
身

殺

さ
れ
給

ひ

て

マ
ル
チ

リ

ョ
を

受

け
給

は

ん
か
と

な
り

。

(八
三
)

み

つ
か

(そ

の
と

き

、
使

徒

た
ち

に
主

の
御

使

い
が

あ

ら
わ

れ

て
、

こ
う

告
げ

た
。
「
こ
の
町

の
人

び
と
を

見
殺

し

に
す

る
か

、
あ
な

た

が
た
が

殉
教

す

る
か

、
ど
ち

ら

か
を
選

び
な

さ

い
」

使
徒

た
ち

は
、

「
天
主

の
お
慈
悲
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
こ
こ
の
人
た
ち
を
回
心

し
ゆ

う

マ
マ

さ

せ
、
わ

た

し
た
ち

を
殉

教

の
棕
櫚

の
木

(第

一
巻
九
四
ペ
ー
ジ
注
五
)

に

お

つ
れ

く
だ

さ

い
ま
す

よ
ヶ

に
」
)

4
1

1
4
0

対

応
部
⑲

の
例
。
偽

神

に
供
香

せ
ず

悪
魔

を

こ
ら

し
め

る
使
徒

た
ち

に
、

い
よ

い
よ

殉
教

の
時

が
近

づ

い
た

。

(黄

)

の
筆

者
傍

線

部

「
使

徒
た

ち

は
、
」

以

下
は

(サ

)

で
は
対
応

が
見

ら

れ
な

い
。

さ

て
、

(黄

)

で
は

両
使

徒

が

殉
教

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
魔

術
師

・

祭

官

以
外

の
町

の
人

々
を

見
殺

し

に
し
な

い
、

つ
ま

り
回
心

さ

せ
る
と

い

う

こ
と

に
な
る

。
両
使

徒
が

町

の
人

々
を
見

殺
し

に
す

る
と

い
う

こ
と

は
、

両
使

徒
が
殉

教

し
な

い
、

つ
ま
り

偽
神

に
供

香
す

る
と

い
う

こ
と

を
意

味

す

る

。

こ
の
点

、

(
サ
)

で
は
ど
う

で
あ

ろ
う

か

。

(サ

)

で
は
、

両
使

徒

が
実

力

で
敵

(博
士

・
僧
徒
)
を

殺
す

か

、
ま

た

は
敵

に
殺
さ

れ

る

(
マ
ル
チ
リ
ョ
を
受
け
る
)
か
、
と

い
う

選
択

を
示

し

て

い

る
よ
う

に
も

読

め
る
が

、
筆

者
傍

線
部

「彼
等

を

生
け

お
く
」

が

問
題

と

な

る
。

こ

の

「
彼
等

」

は

(黄
)

の

「
こ

の
町

の
人
び

と
」

と
対
応

す

る

と

見

る

べ
き

で
は
な

い

の
か
。

つ
ま

り

、

(
サ
)

で
は

博
士

・
僧

徒

の
ほ

か

の
人

々

(町
の
人
々
)
の
存

在
が
あ

い
ま

い
で
、

11
1

17

・
②

の

「
か

の
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僧

徒
等

の
下
知
を

も

つ
て
多

人
数

に
搦

め
ら

れ
給

ひ
」

の

「多

人

数
」

と

い
う

語

に
よ

っ
て
そ

の
存

在

が
示
唆

さ

れ

て

い
る
に
過
ぎ

な

い
。
し
か

し
、

こ

の
よ
う

に
読

み

取
る
と

、

(
サ
)
の

「
彼
等

」
は

や
は
り

(
黄
)

の

「
こ

の
町

の
人
び
と

」
と

対
応

す

る
と
考

え

る
方

が
よ

さ
そ
う

で
あ

る
。

つ
ま

り
、

(サ

)

で
は
、

あ

く
ま

で
も

仏

像

に

サ

キ
リ

ヒ
ィ

シ

ョ
を

せ

ず

に
博

士

・
僧

徒

を

殺

す

か
、
あ

る

い
は

博

士

・
僧

徒

以

外

の
人

々
を

助

け

る

(回
心
さ
せ
る
)
た

め

に
殉

教
す

る
か

、
と

い
う

選

択
を

示

し

て

い
る
と

い

う

こ
と

に
な

る

の
で
あ

ろ
う

が

、

こ

の
辺

の
訳

出

に
問
題

が
あ

る
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

。

し
ば
ら

11
1

20

然

れ
ば

、
人

々
暫

く
無

言
し

て
居

た

る
に
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス

な
ん
だ
ち

て
ん

ぐ

わ

汝
達

か

の
仏
体

に
は

天
狗
満

ち
満

ち

た
り
と

知

る

べ
き

た

め

に
、

我

が
下
知

す

べ
き

こ
と
を

見

よ
と

て
、
天
狗
出

で
て
、
(
そ

の
仏

像
を

崩

　

く
ろ
い
う

せ
と

、
宣

へ
ば
、
黒

色

の
天
狗

出

で

て
、
)
そ

の
仏
体

を
破

却

せ

し

な
り
。

(八
三
)

(そ

れ
か

ら
、

人
び

と

に
静

か

に
す

る
よ
う

に
と
言

っ
て
、

「
こ
れ

ら

の
神

像

の
な
か

に
は

、
悪

霊
ど

も
が

い

っ
ぱ

い
巣
く

っ
て

い
る

の

で
す
。

み
な

さ

ん
に
そ

れ
を

お
わ

か
り

い
た

だ
く

た
め

に
、
神

像

の

な
か
か
ら
悪
霊
ど
も
を
追
い
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
悪
霊
に
自
分
が
住

ん
で

い
た
神
像

を

壊
さ

せ

る
こ
と

に
し
ま

し

ょ
う
」

す

る
と

、
た
ち

ま
ち

神

像

の
な
か

か
ら

黒

い
肌
を

し
た

は
だ

か

の

エ
テ
ィ
オ
ピ

ア
人

マ
マ
(第
二
巻

一
九
五
ペ
ー
ジ
注

=
ハ
)
が

ふ
た
り

飛
び

だ

し

て
き

て
、

お
ど

ろ
く

人

び
と

の
眼

の
ま
え

で
偽

神

の
像
を

破
壊

し

、
大
声

で
悲

鳴
を

あ
げ

な

が
ら
逃

げ

て

い

っ
た
。
)

4
-

1
4
0
～
1
4
1

対
応

部
⑳

の
例

。
右

の

(
サ
)

の
本

文

は
、
ま

ず

筆

者

の
括

弧

内

の

「
そ

の
仏

像
を

天
狗

出

で

て
、」

ま

で

が
翻
字

文

で
は
脱

落
し

て

い

る
。

ロ
ー

マ
字

本
文

に

よ

っ
て
そ
れ

を
補

っ
た

の
が
括
弧

内

で
あ

る
。

そ
こ

で
、
筆

者
傍

線
部

「
天

狗
出

で

て
、
そ

の
仏

像
を

崩
せ
」

の

「
天

狗

出

で

て
」

が

「
天

狗

(よ
)
、
出

で

て
」

の
意

、
す

な

わ

ち

天
狗

に
対

す

る
命

令

表
現

と
理

解
す

る

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ

る
。

訳
出

が
生
硬

な

感
が
あ

る
が
、
こ

の
点

、
す

な
わ

ち
使
徒

が
偽

神

の
像

に

こ
も

る
悪

霊

(天

狗
)
を

し

て
偽
神

像
を

破
壊

さ

せ
、
偽

神

の
祭

司

に
刺

殺

さ
れ

る
、
と

い

う

結
末

は

拙
稿

「
そ

の

五
」

の

「
ω

聖

ト
ウ

メ
」

の

「
7
-

5
」

の
場

合

と

同
じ

で
、

そ
こ

で
は
右

の
本

文

の
場
合

よ
り

も
訳

出
内

容
が

不
分

明

と

な

っ
て

い
る
。

そ

の
部
分

を
掲

げ

て
み

る
と

、

の
ち

か
た
ち

そ

の
後
又

日
輪

の
形

を
拝

ま
せ

奉
ら

ん
と

し
け

れ
ば

、

デ
ウ

ス

の

お
ん御

力
を

も

つ
て
か

の
形

の
内

に

こ
も
り

居
け

る
天

狗
出

で

て
、
蝋

の

火

に
消

ゆ

る

(解

く

る
)
ご

と
く

に
な

れ
と

宣

ふ
と
と
も

に
、
本
尊

た

ち
ま

ち
く

だ
け

け
れ

ば
、

(六
五
)

(

偶

像

の
な

か

に

い
る
悪

霊

よ

、
キ

リ

ス
ト

の
聖
名

に
お

い

て
、

こ

の

い

つ
わ

り

の
神

を
破

壊

す

る

こ
と
を

命

じ

る

ぞ
」

す

る

と

、

い

つ
わ

り

の
神

は
、

た
ち

ま

ち

蝋

細

工

の
よ
う

に
溶

け
う

せ

た
。
)

-
1

9
1

と

い
う
部

分

で
あ

る
。
拙

稿

「
そ

の
五
」

で

は
筆
者

傍
線

部

の

「
天
狗
出

で

て
」

を

「
天
狗

出

だ

し

て
」
と

し

、

「
蝋

の
火

に
消

ゆ

る

(解

く

る
)

ご
と

く

に
な
れ

」
を

「蝋

の
火

に
消

ゆ

る

(解

く

る
)

ご
と
く

に
せ

よ
」
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と
す
れ
ば

(黄
)
の
内
容
に
近
づ
く
と
言
え
る
ー

と
述
べ
た
の
で
あ
る

が

、
今

改
め

て
検

討
し

て

み
る
と

、
ま
ず

「
デ

ウ

ス
の
御
力
を

も

つ
て
」

は
本

章

11
1

14

で
触

れ

た
例

の
場
合

と

同
じ

よ
う

に
、
「命

ず

る
」
を

下

に

補

っ
て
解

釈

す

べ
き

と

こ

ろ

で

(
(黄
)
で
も

「
キ
リ

ス
ト
の
聖
名

に
お

い
て

1

命
じ
る
ぞ
」
と
な

っ
て
い
る
)
、

そ

の
上

で
、
「
天
狗

出

で
て
」
を

「
天
狗

(よ

)
、
出

で

て
」

の
意

と
解

釈

し

、

「ー

ご
と

く

に
な

れ
」

を

「1

ご
と

く

に
せ
よ
」
と
す

べ
き

で
あ

ろ
う

、
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
こ

の
点
、

今

回

こ

こ
で
修

正
し

て
お
き

た

い

(な
お
、
括
弧
内
の

「解
く
る
」
は
第

一
巻

巻
末
訂
正
表
に
お
け
る
表
現
)
。

11
1

14
で
は

「-

御
名

を
も

つ
て
」

の
下

に

「命

ず

る
」

を

補

っ
て

考
え

な

く

て
も

一
応
意

味
が

通
じ

る
と

い
う
考

え

も
述

べ
た

が
、

右

の

7

1

5

で
は

「命

ず

る
」
を

補
わ

な

い
と

、
ど
う

も
う

ま
く

解
釈

で
き

な

い
。

ら

よ
し

11
1

21

僧

徒
等

こ
の
由
を

見

て
、

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
を

取

つ
て
、
害

し

せ
い
て
ん

は
く
じ
つ

奉
り

し
と

な
り

。

そ

の
折

節

(晴

天
)
白

日
な

り

し
が
、

天
気

俄

に

く
わ
い
め
い

ら
い
く
わ

ら
ん

晦

冥

し
、
雷

火

し
き

り

に
乱

だ

く

(乱

打

)

し
、

そ

の
伽

藍
を

も

み

さ

よ
ミ

三

つ
に
裂

く
も

の
な

り
。
博

士
も

雷
火

に
あ

た

つ
て
灰
と

な
り

た
る

と

な
り

Q

(八
三
)

(祭

官

た
ち

は

、

こ

の
あ

り

さ
ま

を

見

る

と
、

両
使

徒

に
と

び

か

か

り
、

ふ
た

り
を

刺

し
殺

し
た
。

と
、

そ

の
と
き

、
空

は

い
ま
ま

で

晴

れ

て

い
た

の
に
、
突

然
稲

妻
が

走
り

、
神

殿
を

三

つ
に
裂

い
た

。

ふ

た
り

の
魔

術
師

ど
も
も

、
稲

妻

に
あ

た

っ
て
ま

っ
黒

な
炭
と

な

っ

た
。
)

4
1

1
4
1

対
応

部
⑳

の
例

。

こ

の
物

語

の
結
末

部

(
(サ
)

の
括
弧
内

「聯
殪
」
が
脱

落
し
て
い
る
。
ロ
ー

マ
字
本
文
に
よ

っ
て
補

っ
た
)。
使

徒
聖

シ

モ
ン
と

聖

ユ
ダ

の
殉
教

に
よ

っ
て
、
拙
稿

「
そ

の
六
」
の

「
㈹

聖

マ
テ
ウ

ス

(聖

マ
タ
イ
)」

で
登

場

し
た
魔

術
師

ザ

ロ
エ
ス
と

ア

ル
パ
ク

サ
ト
も

こ
の
世
か

ら
姿

を
消

す
。
結

局

、
両
使

徒

の
殉
教

が
町

の
人

々
を

救

っ
た
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

(黄
)

は

11
-

19

の
主

の
御

使

の
言
葉

と

、
そ

れ
を

受

け

た
両

使

徒

の
選

択
、
そ
し

て
こ

の
結
末

(殉

教
)
と
、
整

合
性

が

保
た

れ

て

い
る
が
、
(
サ
)

で
は

そ

の
点

が

や
や
あ

い
ま

い
で
あ

る
。

さ

て
、

(
サ
)

の
筆
者

傍
線

部

「
乱
だ

く

(乱
打

)
」

の
括

弧
内

は
巻
末

訂

正
表

で

の
訂
正

。

日
葡

辞

書

に
は

「
乱

打
」
は
無

い
。
と

こ

ろ

で
、
「
乱

ら
ん
ら
く

だ

く
」

は

「
乱
落
」

の
誤
り

な

の
で
は

な

い
か
。
邦

訳

日
葡

の

「
乱
落
」

の
語
釈

は

「
入
り
ま

じ

っ
て
落

ち

る

こ
と

、
ま

た

は
、

一
時

に
ど

つ
と
落

ち

る

こ
と

。
」
と

あ

り

、
サ

ン
ト

ス

の

「
言

葉

の
和

ら
げ

」
で

は

「幻
9
『

螽
o
⊆

一●
鑓
a

騨
」
と

あ

る
。

こ

の

「
言
葉

の
和

ら
げ
」

の
例
を

『時

代
別

国

語
大

辞

典

・
室

町
時

代

編
』

で
は

「
乱
落

」

の
例

と

し

て
引

き

、
「
ラ

ら
ん

だ

ン
ラ
ク
。
ー

す
な
わ

ち

、
乱

堕
」
と

し

て

い
る
。

こ

の
関
係

か
ら
考

え

ら
ん
ら
く

ら
ん

る
と

、
本
文

で

「
乱
落

」
と

す

べ
き
と

こ
ろ
を

「
乱
だ

く
」

と
誤

り
、

そ

ら
ん

だ

れ
を
訂
正
表
で

「乱
堕
」
と
訂
正
し
た
と
解
釈
す

べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う

む

む

(
つ
ま

り

筆

者

傍
線

部

「乱

だ

く

(乱

打
)
」

は

「
乱

だ

く

(乱
堕

)
」

と

す

べ
き

で
あ

る
)
。

サ

ン
ト

ス
の

「言

葉

の
和

ら
げ
」

に
は

「
ラ

ン
ダ
」
も

あ
り

、

そ
れ

は

「
カ
き

藁
奠

(和
訓

"
B
δ
霞
①
<
0
8
ロ
歪
)
O
o
ξ
尠
隱

為
2

0
需
P

Φ
昌

停

匹
冨

量

」
と
あ

る
。

こ

の
筆

者

下
線
部

は

、
順

に

「
混

乱
、
激

発

、
粉

糾
」
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と

な

ろ
う

か
。

「
落
下
」

の
意

が

見
出

せ
な

い
か

ら
、

「
ラ
ン
ダ
」

は

「
乱

打
」

が
適

当

か
と

も

考
え

ら

れ

る

が
、

し
か

し
、

「
乱

打
」

は
前

述

の
よ

う

に

日
葡
辞

書

に
も
無

く
、

ま
た

前
述

の

『
時
代

別

・
室

町

』
に
も

無

い
。

『
日
本

国
語
大

辞
典

』
に
は
出

る

が
、
矢

野
龍

溪

や
田
山

花
袋

な
ど

の
作

品

の
例

し
か

挙

げ

て

い
な

い
。

一
方

、

「
乱
堕

」

は
米

沢
本

沙

石
集

等

の
例

を

挙
げ

て

い
る
。
「
乱
打
」
が

時
代

的

に
ど

の
辺
ま

で
さ

か

の
ぼ
れ

る
か

は

問

題
と

し

て
残

し

て
お

か
ざ

る
を
え

な

い
。

な

お
、
細

か

な

こ

と
だ

が

、

(
サ
)

の

「
三

つ
に
裂
く

も

の
な

り
」

と

(
黄
)

の

「
三

つ
に
裂

い
た
」

と

の

一
致

、

興
味

深

い
も

の
が
あ

る
。

11
-

22

キ

リ
シ

タ

ン
に
な
り

給

ひ
た

る
バ
ビ

ロ

ニ
ヤ

の
帝

王

ア
ポ

ス
こ
ん

ト

ロ
ス

の
死

骸
を

国

へ
取
ら

せ
ら

れ
、

そ
れ

に
対

し

て
大

伽

藍
を
建

り
ゅ
う

お
ん

お
さ

た
つ
と

立

し

て
、
御

死
骸

を
ね

ん
ご

ろ

に
納

め

給

ふ
な
り

。
今

は

こ
の
貴
き

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス

の
御
死
骸

ロ
ー

マ
に
あ

り
と

そ
。

(八
三
)

(国

王

は
、
両

使

徒

の
遺

体
を

町

に
は

こ
ば

せ
、

ふ

た
り

の
た

め

に
大

き

な
壮

麗
な

教
会
を

建

て
た
。
)

4
-

1
4
1

対

応

部
⑳

、

こ

の
物

語

の
結

語
。

(サ
)

の

「
今

は

こ

の
貴

き
」

以

下

は

(黄

)
と

は
対

応

し

な

い
。

(黄
)

の
本

章

の
ど

の
部

分

に
も

そ

の
内

容

は
記

さ
れ

て
は

い
な

い
。

ま

た
、

(サ
)

の

「
に

対

し

て
」

は

(黄
)

の

「
の

た

め

に
」

と
対

応

す

る
。

こ

の
、

バ
ビ

ロ

ニ
ヤ

の
帝

王

そ

れ

に
対

し

て
大
伽

藍
を

建
立

し

は

『
時
代

別

・
室

町
』

に
お

け
る

「
対
す

」

の
語
義

分

類

の
③

の
⑦

に
該

当

す

る
例
と

言
え

よ
う

。
大

伽
藍

を
建

立
す

る

こ
と

の
究
極

の
目

的
と

し

て

「
そ

れ

(
ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
)」

が

示
さ

れ

て

い
る

の
で
は

な
く

、
大

伽

藍

を

建
立

す
る

こ
と

は

「
そ
れ
」

と

い
う

対
象

に
向

け

て

の
直
接

的
行

為

で

あ

る
か

ら

で
あ

る
。

そ

し

て
そ
れ

は
殉

教
し

た

ア
ポ

ス
ト

ロ
ス
を

た
た
え

る
た

め

の
行
為

で
も

あ

る

か
ら

、
「
に
対

し

て
」

か
ら

は

「
の
た
め

に
」

と

い
う
含

意

を
導
き

出

せ
る
。

な
お

、

こ
こ

で

「
に
対
し

て
」

に

つ

い
て
の
補
考

を
少

々
述

べ
て
み

る

こ
と

に
し
た

い
。

ま
ず

、
小
島

幸
枝

氏

の

「
キ
リ

シ
タ

ン
版

『
ス
ピ

リ

ツ
ア
ル
修
業

の
研

究

』」
(笠
間
叢
書

2
0
4
)
の
第

4
章

・
第

2
節

の

「
皿

前
置

一詞

の
訳
出
」

に
お

け

る

「
O
o
目
の
訳

出
」

(二
四
八
頁
)
を

見

る

こ
と

に

し
た

い
。

小
島

氏

は
そ

こ

で
次

の
よ
う

に
述

べ

て
お
ら

れ
る
。

b
霞

は

「
に
依
り

て
、

に

て
、

で
、

で
以

て
/

の
為

に
/

に
向

っ

て
、

に
対

し

て
/
と

し

て
/

に
代
り

て
、

の
代

り

に
/
を

経

て
、
を

通
過

し

て
、
か

ら
/

に
於

て
/

毎

に
、

に
付
」

な
ど

、
わ

り
あ

い
に

多
様

な

意

味
を

も

つ
前

置

詞

で
あ

る
が
、

「
ロ
ザ

イ

ロ
」

の
訳

語

で

は
、

「
と

し

て
」

「
に
対

し
」

「為

に
」

「
故

に
」

「
に
よ

っ
て
」

「
を
以

て
」

「
の
上

を
」

「
と
」

「
の
代

り

に
」

な

ど

が
見

ら

れ

る
。

訳
例

を

示

そ
う
。

そ

の
訳
例

中

に
次

の
例

が
挙
げ

ら
れ

て

い
る
。

そ

の
故

は
汝
が

驕
慢

に
対

し

て
は
鋭

ど
な

る
茨

の
冠

を
戴
き

給

ひ

39
ウ
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こ
の
例

(対
応
欧
文
は
省
略
し
た
。
以
下
同
様
)
は

「ー

に
対

し

て
は
」
と

、

「
は
」

で
と

り
た

て
ら

れ

て

い
る
例

で
あ

る

が
、

こ

の

「
に
対

し

て
」

は

ど

う

か

。

こ
れ

は

『時

代

別

・
室

町
』

の

「
対

す
」

の
語

義

分

類

の
①

「
あ

る
場

面

に
臨

ん
で
、
問

題
と

す

る
も

の
と
向

い
合

っ
た

位
置

に
身

を
置

く
」

に
該

当

す

る
例

と
言

え

よ
う

(以

下
、
「語
義
①
」
等
と
表
示
す
る
も

の

は
す
べ
て
こ
の
辞
書
で
の
分
類
を
指
す
)
。
「
鋭
ど

な

る
茨

の
冠
を
戴

(く
)
」
と

い
う

動
作

(行
為

)

が

「汝

が

驕
慢
」

に
向

け

て

の
直

接

的
行
為

と

は
言

い
難

い
か

ら
、

語
義
③

の
⑦

で
は
解
釈

で
き

な

い
。

そ
れ
故

、

語
義
①

で

解

釈

す

る
わ

け

で
あ

る
が
、

留
意

す

べ
き

点

と

し

て
は

、

「
の
た

め

に
」

等

の
含

意
を

導
き

出

せ
る
例

で
あ

る

と

い
う

点

で
あ

る
。

小

島
氏

は

右

の
例

の
説

明

と

し

て
、

「

「
に
対

し

て
は
」

は

(
の

結

果
と

し

て
)

の
意
を

も

っ
て
お
り

、
次

の
訳
例

と

ほ
ぼ

同
様

の
意
味

で

あ

る
」

と

し

て
、

御

主

汝

が
罪

に
よ

っ
て
か

か

る
苦

し

み
を

…
し

の
ぎ

給

ふ

也
。

46

オ

と

い
う

例
を

挙
げ

ら
れ

る
。

つ
ま

り
、

「
に
対

し

て
は
」

は

「
に
よ

っ
て
」

と

ほ
ぼ

同
様

の
意

味

で
あ

る
と

い
う

わ

け

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

『
エ
ソ
ポ
』

に
次

の
よ
う

な
例

が
あ

る
。

へ
り
く
だ

道

理
を
育

て
ぬ
悪

人

に
対
し

て
は

、
善

人

の
道

理

と
、

そ

の
謙

り
も

役

に
立

た
ず

、

4
4
4

こ
れ
も

「i

に
対

し

て
は
」
と

、

「
は
」

で
と
り

た

て
ら

れ

て

い
る
例

で
あ

る

が
、

こ

の

「
に
対

し

て
」
も

右

の
小
島

氏

の
例

と
同
様

に
、
語
義

①

の
例
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う

。

た
だ

し
、

こ

の

「
に
対
し

て
」

は

「
の

た

め

に

・
に
よ

っ
て
」
と

い
う
含

意

を

導
き

出

せ

な

い
。

そ
れ

は

、
「
に

対

し

て
」

を
挟

ん
だ
前

・
後

の
内
容

が
原

因

・
結
果

の
関

係
を

有

し

て

い

な

い
か
ら

で
あ

ろ
う

。
小

島
氏

の
右

の
例

で
は

「
に
対

し
て
」

を
挟

ん
だ

前

・
後

の
関
係

に
お

い
て
、
後

の
内

容

「鋭

ど

な

る
茨

の
冠
を

戴

(
く
)
」

が
前

の

「
汝
が

驕
慢
」

と

い
う

原
因

に
対
す

る

結
果

と
し

て

の
関
係
を

有

す

る

行
為

で
あ

る
か

ら
、

「
の
結

果
と

し

て
」

「
に
よ

っ
て
」

の
意

が
導

き

出
せ

る

の
だ

と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。

ま

た
、

小
島

氏

は

右

の
後

続

部

で
、

「
こ

れ
ら

に
対

し
、
次

の

「
対

し

給

ひ

て
」

の
方

は
、
」

と

し
て
、

、
こ

の
こ
打
擲

に
対

し
給

ひ

て
我
等

を
打

ち
給

ふ

べ
き
御

怒
り

の
杖

を

の
が

し
給

へ
と

35
ウ

と

い
う

例
を

挙

げ

ら
れ

、

「
こ

の
例

で

は

(
の
代

り

に
、

と

は
逆

に
)

の

意

で
用

い
ら

れ

て
お
り

、
先

の

「
に
対

し

て
は
」

の
単

な

る
敬
意

表
現

で

は

な

い
。
」

と
述

べ
ら

れ
る

。

こ

の

「
に
対

し

(給

ひ
)

て
」

も
先

の

「
に
対

し

て
は
」

の
場

合
と

同

様

に
、
語

義
①

の
例

と

言
え

る
。

そ

し

て
、

「
に
対

し

(給

ひ
)

て
」

を

挟

ん
だ
前

・
後

の
内

容

を
見

る
と

、
キ

リ

ス
ト

の
受

け

た

「
ご
打

擲
」

と

神

の

「御

怒

り

の
杖

」

と

に
は
原

因

・
結

果

の
関

係
が

あ
る

。
そ

れ
を
前

提

と
し

て
、

さ
ら

に
、

そ

の
怒

り

の
杖
を

「
の
が

し
給

へ
」

と

い
う

内

容

か

ら

、

「
に
対

し

(給

ひ
)

て
」

に

「
の
代

り

に

・
と

は

逆

に
」

と

い
う

含
意

が
読

み

取
れ

る

こ
と

に
な
る

の
だ
と

筆
者

は
考

え

た

い
。

そ

し

て
、

こ
の
含
意

が
先

の

「
に
対

し

て
は
」

の
場

合
と

は
違

う
と

い
う

わ
け

で
あ

る
。
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右

の
例

に

つ

い
て
文

脈
上

か
ら

検
討

し

て
み

る
と
、

こ

の
例

の
前

・
後

部

は
、然

れ
ば

即
ち

こ

の
御

痛

み
、

御
苦

し

み
を
汝

が
科

の
代

り
と

し

て
デ

ゥ

ス

パ

ア
デ

レ
に
捧

げ
奉

り
、
1

(右

の
例
)
i

謹

ん
で
頼

み

奉

れ
。

と

あ

る

(小
島
氏
の
同
研
究

の

「資
料
篇
」
笠
間
叢
書
2
1
4
に
よ
る
)。

こ

の

文

脈

で
右

の
例
を

解
釈

す

る

と
、

「
キ

リ

ス
ト

の

お
受

け

に
な

っ
た

御
打

擲
を

我
等

の
科

の

つ
ぐ

な

い
の
代

り
と

し
給

い
て
、
我
等

を
打

ち

給
ふ

べ

き
御

怒

り

の
杖

を

の
が

し
給
え

、

と

デ
ウ

ス

パ
ア

デ
レ

に
謹

ん

で
頼

み

奉

れ
」

と

な

ろ
う
。

つ
ま
り

、

「
に
対

し

給

ひ

て
」

は
右

の
傍

線

部

の
よ

う

な
意
味

を
担

っ
て

い
る
も

の
と
考

え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

と

こ

ろ

で
、

『
エ
ソ
ポ
』

に

は

「対

す

る
」

が

三
例

あ

り

、
そ

の

一
例

が
前

掲
例

で
、
あ
と

は

既
に
言

及

し
た

、

ど
く
じ
ゆ

読

誦

の
人

へ
対

し

て
書
す

。

(序
文
)

で
、

こ

れ
は
語

義
③

の
⑦

の
例

で
あ

り

、
ま

た
、
今

ま

で
述

べ

て
き

た

よ

う
な

「含

意
」
は
導

き
出

せ
な

い
例

で
あ

る

(以
下
、
こ
の
よ
う
な
例
を

「含

意
な
し
」
と
し

て
示
す
)
。
も

う

一
例

は
、

た
う
　

恩
を

も
知

ら

ぬ
悪
人

に
恩

を
施

さ
う

ず

る
時
は

、

ひ
と

へ
に
天

道

へ

対

し

て
め

さ

れ

い
。

4
4
7

で
、

こ
れ
も

語

義
③

の
⑦

の
例

(含
意
な
し
)

で
あ

る
。

一
方
、

『
ヘ
イ

ケ
』
に
は

「対

し
」

一
六
例

、
「
対
せ
」

二
例

が
あ

る
が

、

前

者

一
六

例
中

の
九

例
が

本
文

の
例

、
七

例
が

目
録

の
例

で
あ

る
。

本
文

の
例

は
、

序
文

に
出

る
例

一
例

、
章

題

に
出

る
例
が

六
例

、
右

馬
之
允

の

詞

に
出

る
例

が

一
例
、

古
典

平
家

と

の
本
文

比
較

の
観

点
か

ら
見

て
天

草

版

編
者

の
挿

入
と

言
え

る
部

分

に
出

る
例
が

一
例

と
な

り
、

こ
れ

ら
は

す

べ

て
古

典

平
家

と

の
対
応

は
見

ら

れ

な

い

(目
録
に
出
る
例
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
)
。

そ
れ
ら

の
例

は
、

曲
豆
後

の
緒
方

平
家

に
対

し

て
謀

叛
を

お

こ
す

に
よ

っ
て

2
0
1

の
よ
う

な
、
語
義
③

の
⑦

に
該
当

す

る
例

(含
意
な
し
)
ば
か

り

で
あ

る
。
未

然

形

「
対

せ
」
の

二
例

も

語
義
③

の
⑦

の
例

(含
意
な
し
)
で
あ

る
が
、

こ

の
二
例

は
本
文

に
出

る

例

で
、
そ

の
内
容

(文
脈
)
は
古
典

平
家

と

の
対
応

関
係

を
有

し

て

い
る
。

そ

の
中

の

一
例
を

挙
げ

て
み
る
と

、

さ

れ
ば
と

て
帝

王

に
対

せ
ら

れ

て
御

合
戦

を

さ
せ

ら
れ
う

ず

る

で
も

な

し

2
2
0

が
あ

る

が
、

こ
れ

は
古
典

平
家

で
は
巻
第

八

の
例

で
、
巻

第

八
は

『
ヘ
イ

ケ
』

の
巻

第

2

の
2
以

下

の
本

文
比

較
上

ま
ず

挙
げ

ら

れ
る
慶

応
義

塾
大

学
斯

道

文
庫

本

で
は

欠
巻

な

の

で
、
平

松
本

(古
典
刊
行
会
)
・
竹

柏

園
本

(天
理
善
本
叢
書
)

の
下
巻

を
見

る
と

(こ
の
両
本
を
挙
げ
る
に

つ
い
て
は
、
清

瀬
良

一

『天
草
版
平
家
物
語

の
基
礎
的
研
究
』

(溪
水
社
)
に
し
た
が

っ
た
)
、
両

本
と

も

に
、

十
善

.
帝
王

二
向

進
テ
争

。
御

合
戦

.
ハ可

レ
候

と
、
「
に
対

せ
ら

れ

て
」
が

「
二
向
進

テ
」
(に
む
か
ひ
ま
ゐ
ら
せ

て
)
と

な

っ

て

い
る

(覚

一
本

(岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

・
以
下
同
様
)
も

「む
か

い
ま

い

ら
せ
て
」
で
あ
る
)
。

一
方
、

古

典
平

家

を
覚

一
本

で
検

討

し

て

み
る

と
、

「
対
す

」

は

一
例

の
み
で
、

そ
れ

は
、
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き
み

ゆ
み

し
う

た
い

た

ち

君

に
む

か
(ッ
)
て
弓
を

ひ
き

、
主

に
対

し

て
太

刀
を

ぬ
く

。

(巻
第
十

一
・
遠
矢
)

で
あ

る
。

こ
れ

も
語

義
③

の
⑦

の
例

(含
意
な
し
)

で
あ

る

(表
現
上
、
筆

者
波
線
部
と
対

に
な

っ
て
い
る
)
。

こ

の
部

分
を

他
本

で
見

る
と

、
た
と

え
ば

斯
道

文
庫

本

は

「向

ア」
、
京
都

府

立
資

料
館

本
も

「
む

か
ふ

て
」
だ

が

、

竹
柏

園

本

で
は

「対

シ
,ア」

で
、

こ
の
よ
う

な
違

い
が
あ

る
。

以
上

の
こ
と
か

ら
考
え

ら

れ
る

こ
と

は
、

日
葡

辞
書

の

「
タ
イ

シ
、

ス

ル
、

シ
タ
」

に

「す

な

わ
ち

、

ム
カ

ウ
」
と

あ

る
よ
う

に
、

「
に
対

し

て
」

は

「
に
向

っ
て
」

と

ほ

ぼ
同
意

の
表
現

と

し

て
、

そ
し

て
、

教
義
系

(欧

文
翻
訳
系
)

の
も

の

で
は
な

い
和

文

系

の
も

の
で

は
筆

者

の
言
う

と

こ
ろ

の

「含

意
」

の
無

い
、

ス
ト
レ

ー
ト
な

表
現

と

し

て
意

識
さ

れ

て

い
た

ら

し

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

「
に
対
し

て
」
の
用

例
を

充
分

に
検

討
し

て

い
る
わ

け

で
は
な

い
が

、
こ

こ

で
は

そ
れ

に

つ
い

て
の

メ

モ
的

な

こ

と
を

少

々
述

べ
て

み
た

。

『
ヘ
イ

ケ
』

の
よ
う

な
和
文

系

の
も

の
と
、

『
サ

ン
ト

ス
』

の
よ
う

な
翻

訳
系

(教

義
系
と
も
言
え
る
)
の
も

の
と

で
は
、
「
の
た
め

に
」
等

の
含
意

を
導

き
出

せ

る
か
否

か

で
、

ま
た

、
語
義

③

の
④

の
よ
う

な
用
法

(御
主
の
御
名
に
対
し

矧
汝
に
言
ふ
)
が

あ
る

か
否

か

で
微

妙

な
違

い
が
あ

る

。

翻

訳
系

の
こ

の
点

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
そ

の
五
」

に
お

い
て
、
福
島

邦

道

氏

・
村

岡
典

嗣
氏

の
指

摘

(8
0
邑

の
語
法
)
に
言

及

し
た
が

、
今

回
は

そ

の
延
長

と
し

て
述

べ
て
み
た

。

な

お
、
岩

波

日
本

思
想

大
系

『キ

リ

シ
タ

ン
書

・
排
耶
書

』

で
は

、
頭

注

に

「
の
た
め

に
」
等

と

注
記

し
た

例
が

七
例

ほ
ど

あ

る
が
、

そ
れ

ら
は

み

な
キ

リ

シ
タ

ン
書

(翻
訳
系
)

の
も

の
の
例

で
あ

る
。

以

上

で
本
章

の

(
サ
)
と

(黄

)

の
対
応

部

は
終

わ
る

。

こ
の
あ
と

の
、

対
応

し
な

い

(
サ
)

と

(黄

)

の
内

容

に

つ

い
て
は
本

稿

の
冒

頭

部

(本

章
の
構
成

に
つ
い
て
の
言
及
)
で
触

れ
た

。

以

上
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